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書　誌　調　整　の　歴　史

History　of　Bibliographical　Control

前 嶋 正 子

Masako　Mae7’ima

R4sπ吻6

　　　　It　is　a　fundamental　desire　of　a　man　to　access　and　acquire　as　comprehensive　as　possible

sources　and　materials　he　needs　for・his　research　and　other　purposes．　ln　addition　to，　however，　a

rapid　increase　of　recorded　materials　（including　not　only　primary　sources，　but　also　secondary

sources），　there　has　been　a　change　in　the　type　of　requests　on　the　part　of　those　who　need　these

information．　That　is　to　say，　instead　of　keeping　with　traditional　boundaries　of　learning，　there

has　been　an　increased　need　for　inter－disciplinary　approaches．　To　respond　to　these　circumstances，

effective　“bibliographical　control”　is　stressed　and　desired．

　　　The　understanding　of　the　concept　of　bibliographical　control　by　librarians　and　documentalists

is　wide　apart　with　various　nuances，　and　even　vague　in　some　cases．　ln　this　paper，　the　writer　has

attempted　to　clarify　the　meaning　of　bibliographical　control，　to　trace　its　history　at　the　inter－

national　level，　and　finally　describes　recent　trends　briefly．

　　　As　the　ultimate　aim　of　bibliographical　control　is　to　“enable　any　researcher　anywhere　in　the

world　readily　to　discover，　locate　and　obtain　the　content　of　whatever　segment　of　man’s　record

he　may　want，　for　whatever　purpose　in　whatever　form”，　the　history　of　bibliographical　control

is　not　merely　that　of　bibliography．　From　this　point　of　view，　some　representative　attempts　made

from　the　latter　half　of　the　nineteenth　century　to　the　World　War　II　are　taken　up．　They　are

Cαtαlogue（ゾscientilfZc　pmpers，　Conciliu　zろibliogrophicu〃z，　lnternationαl　cα1αlogue（ゾscientific

literalure，　lnternational　lnstitute　of　Bibliography，　lnternational　Committee　on　lntellectual　Coopera－

tion，　lnternational　Federation　for　Documentation，　and　lnternational　Federation　of　Library

Associations．

　　　The　conclusion　arrived　at　from　the　study　of　these　attempts　is　that，　though　bibliographical

control　at　the　international　level　would　not　be　impossible，　that　at　the　national　level　should　be

taken　up丘rst．　After　the　World　War　II，　the　UNESCO　has　endeavored　to　faciliate　national　biblio－

graphical　services．　But　the　role　which　the　UNESCO　can　play　is　only　a　portion　in　the　field　of

前嶋正子：国際基督教大学図書館目録係．
Masako　Maejima，　Assistant　Cataloger，　lnternational　Christian　University　Library，

一一　381　一一一



書誌調整の歴史
bibliographical　control．

　　At　present，　mechanization　is　a　prevailing　tendency　in　any　subject　and　field，　and　it　is　no　ex－

ception　in　the　bibliographical　world．　ln　the　academic　world，　specialization　is　very　much　in

evidence．　On　the　other　hand，　mission－orientation　is　in　demand．　ln　a　situation　such　as　these，

in　order　to　advance　bibliographical　control　effectivel－ 凵C　one　must　pursue　constantly　an　user－

oriented　resolution　based　on　a　broad　perspective．

序

1．書誌調整の意味：

II．書誌調整の歴史

III．戦後の書誌調整活動

結　語

序

　人は多くの場合，過去の人間が残した文化の遺産，知

識のストックをもとに，新しい研究を生み出して蓄積を

重ね，次の時代の発展への足がかりを築いてゆく。この

知識のストヅクの主流を占めるのが文献を中心とする記

録資料である。次々に発生する情報も，それが記録され

なければ後世に残らない。また，たとえ記録されても，

それらが有機的に整理され，秩序だてられなければ，そ

れぞれの資料は十分に効果を発揮しえないで埋もれてし

まうかもしれないし，必要に応じた文献の利用も望めな

いだろう。

　こうした要求に対処するため，過去，現在にわたってさ

まざまの方策が講じられてきた。書誌を中心とする各種

の2次資料はその中の一つで，現在においても有力な手

段である。この，1次資料から2次資料への経過は，単な

る必要性を越えて，人間の知的欲求の高まりに従って生

ずる当然のなりゆきであったとも言えるだろう。しかし

ながら，今日，1次資料の驚異的な増加とともに，その

混乱を調整するために編さんされる2次資料そのものも

おびただしい数に上っている。そして，“……それら〔2

次資料〕相互の連携が不十分なために，実際には無駄な

重複があったり，収録もれがあったりして，全体的な調

整からは程遠い状態である。”1）

　このような，2次資料を含めた文献自体の多様化，量

的増加などに伴う混乱に加えて，研究その他の目的で文

献を利用する側における要求の変化にも注目しなければ

ならないだろう。もっとも，これらは本来切り離して考

えられるべき性質のものではなく，相互に密接な連携

を保ち，影響を及ぼし合って発展してきたのではある

が一。すなわち，特に科学技術分野において顕著なよ

うに，mission－orientationなど，新しい研究体制の誕

生に伴い，従来の固定的な学問の間の仕切りを取り払

って総合的な見地から問題を解決してゆこうとする，

inter－disciplinaryなアプローチの手法がますます必要

とされつつある。一方，各主題分野の細分化，専門化が

進み，より詳細な情報が求められることになる。こうし

た諸般の事態に即応するために，効果的な“書誌調整”

の必要性はますます大きくなっていると言われる。

　本稿では，この“書誌調整”という問題について，今

日，甚だ広範囲に用いられているこの言葉の意味を明ら

かにしたあと，国際的な規模での書誌調整を中心に，そ

の活動の歴史と，併せて今日の動向を概観しようとする

ものである。

1．書誌調整の意味

　A．書誌調83　一概念の背景

　“書誌調整”ということばは，今日，図書館，ドキュ

メンテーション関係者の間で頻繁に口にされるが，曖昧

とは言えないまでも，かなり広範な意味を籠めて一あ

る意味では気軽に一用いられている。ことば通りに受

け取れば，一見，単純明解なようでありながら，実は極

めて幅広い内容を包んでいるらしいことに気づく。
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　一口に書誌調整といった場合，①調整の対象は急なの

か……a）書誌によって1次資料の混乱を調整すること

か，それとも2次資料間の調整を意味するのか。b）すべ

てのタイプの記録資料に及ぶのか，あるいは文献と呼ば

れる手写・刊行資料に限られるのか。②技術的な問題も

含まれているように思われるが，それがどの程度の比重

をもって考えられているのか……などなど，いろいろ疑

問が浮かんでくる。解釈の幅も程度も，このことばを使

う人の立場によって多種多様なのである。

　日本語では，“書誌的調整”あるいは“書誌的コント

ロール”などのことぽも見かけるが，一般に“書誌調整”

が定着しているようである。　これに対応する英語には

“bibliographic　control”，　“bibliographical　control”

および“bibliographic　organization”がある。ただ

し，英語でも，主として使われるのはアメリカにおいて

である。しかも，多くの場合，“bibliographical　con－

tro1”という表現が用いられ，“…organization”は少

ない。“…control”と“…organization”は，ほぼ同

義に用いられる場合もあるし，多少の共通点はあるが本

来は別個の概念であるとする立場もある。“…control”

の一手段として“…organization”カミあるとも考えら

れるが，両者の差異については改めて触れることにす

る。本稿では，いずれも“書誌調整”と訳す。

　ところで，書誌調整に対する解釈の多様性は，日本語

にのみ見られる現象ではない。P．　Wilsonも指摘してい

るように，2）英語においても，“bibliographical　contro1”

ということばに対する理解はさまざまで，多くのニュア

ンスを含んでいるのである。しかし，書誌調整の究極の

目的が，“……あらゆる研究者が，たとえどこにいて，

どんな記録の断片をどんな目的で，又どんな形式によっ

て必要とする場合でも，直ちにその所在を知り，実際そ

の記録を見つけ出し，かつ入手できる事……”3）にある

とするならぽ，書誌調整とは，文献面における人間の根

源的な欲求を満たす最終目標であり，そのことばの概念

の曖昧さを，使う人の責任にのみ帰することのできない

極めて大きな問題であるということになろう。

　ちなみに，Lib　ra　ry　literatureに‘‘bibliographical

contro1”の件名が現われたのは1943－45年版からであ

るが，その‘See　also’（「をも見よ参照」）の項を見る

と，当初はabstracting；bibliography，　internationa1；

bibliography，　national；　cataloging；　classification；

indexes　and　abstractsが挙げられており，1958－60年

以降になると，information　retrieva1も加えられてい

る。この一・例からもわかる通り，単に書誌のみならず，

抄録，索引，分類法，さらには1．R．の方面にまで関連

を持つことばなのである。このことからも，書誌調整の

概念，領域の広さの一端が窺い知れよう。換言すれば，

書誌調整（bibliographical　contro1）が，このような範

囲で考えられ，用語として使われていることを示してい

る，ということでもある。

　B・定　　義

　“書誌調整”の概念の背景は甚だ広いのだが，　これを

具体的に表現するとどのようになるか，ここで幾つかの

定義（あるいは解釈）を挙げてみる。

　ユネスコは，1950年の国際書誌サービス改良会議に先

立って，1949年に米国議会図書館と共同で計画グループ

を結成し，草案作成のための書誌調査（Bibliographical

Survey）を行なったが，第2回中間報告書の中で，書誌

調整（bibliographical　control）を次のように定義した。

研究者が求めるものならば，人間の思想，行動，経

験及び知識，或いはその内容に関する如何に断片的

な記録であろうとも，またどの様な目的のためであ

ろうとも，又記録の表現形式に関係なく，如何なる

研究者にも，いつでもそれが発見でき，その所在を

知り，且つ入手できるようにする型の考案（divices）

用具，及び事業のこと。4）

　そして，さらに“或る所定の人間記録，或いはその内

容を知らせる特定の諸計画，諸用具，或いは諸事業”を

“書誌諸調整！！（bibliographical　controls）と呼ぶ，とし

ている。5）

　同’じ，ユネスコ／米国議会図書館の書誌調査班が，会

議の草案として提出した最終的な報告書の中では，

「書誌調整」（bibliographic　contro1）とは，書誌を

用い，また書誌を目的として，手写及び刊行された

記録物を自由に駆使することを意味する。6）

と，先の中間報告よりも限定的な定義づけを行ない，

“「書誌調i整」とは，「書誌（bibliographies）によって効

果的に資料に接すること」と同義である。したがって

「医学における書誌調整への参考（reference）とは，「書

誌によって効果的に医学関係資料に接すること」を意味

する。”7）という説明を加えている。

　このように，定義の中にはっきり“書誌”ということ
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書誌調整の歴史
ぽを挿入して意味をより限定したことで，中間報告より

も内容が具体的になったとも言えるのだが，これが，書

誌サービス改良会議のために準備された定義であったこ

とを心にとどめておくべきだろう。

　一一方，Verner　W・ClapPは，書誌調整の問題を
・・ b奄b撃奄盾№窒≠垂?ｉｃ　organization”　としてとらえ，　Kx……

人間のコミュニケーションの記録物を体系的にリストす

ることによって生じた効果的な配列様式……”8）と定義

し，“そのようなリストはそれ自体，書誌　（bibliogra－

phies）と呼ばれ，書誌を作る技術がbibliographyであ

る。”9）と述べている。

　彼の論文は，シカゴ大学図書館学校の第15回年次総会

（1950．7）のために提出されたものの一つである。この

会議では，増加しつつある主題専門書誌（subject　biblio－

graphies）が，ヵバレッジにおいても収録方法において

も利用者の要求に適っていないこと，また，たとえ書誌

そのものを合理化して十分野リストを作成しても，研究

者が現物にあたるところがら始めることができなけれ

ば，決して問題の解決にはならない，という見解に基づ

いて，テーマとして“主題書誌”あるいは“ドキュメン

テ＿ション”　ではなく，　Nx書誌調整！／（bibliographic

organization）ということばが選ばれたのであった。

　この定義の中でClapPは，調整（organization）の対

象を“人間のコミュニケe・・一・・ションの記録物”と表現し，

手写・刊行されたもの，という狭い意味での視覚的記録

資料にとどまらず，非刊行形式のものにまで広げるべき

ことを示唆している。そして，‘体系的’あるいは‘効果

的’という端的な表現で，その意図を的確に表わしてい

る。彼はまた，先に述べた，ユネスコ／米国議会図書館

書誌調査班のメンー〈・一一でもあった。したがって，この定

義の趣旨はこれまで掲げたものと大差ないと見てよいだ

ろう。

　Robert　B．　Downsは，“完全な書誌調整（perfect

bibliographical　control）とは，すべての図書および，

図書館に関係あるすべての資料の存在と所在を完全に記

録したものを意味する”10）と述べ，さらに，その内容は

論理的に分けると，

　1．　あらゆるタイプの刊行資料およびその他の図

書館資料を完全に記録すること。

　2．　これらの資料を図書館その他の保存機関で組

織的に入手すること。’

　3．　ユニオン・カタログ，ユニオン・リストおよ

び同種の手段（devices）によって資料の所在を示す

こと。

　4．　全分野の主題書誌を作ること。11）

の4段階になる，としている。彼は，書誌調整の問題点

を指摘する際，説明しやすいようにこの区別を設定した

ものと考えられるが，彼の定義は，図書館とのつながり

を強く意識しすぎているようである。しかし，書誌調整

を行なう際のサービスに関する側面を具体的にとらえ

る，ひとつの手がかりとはなろう。

　以上挙げた定義や解釈は，いずれも1950年代前半の，

比較的古いものばかりである。最近の文献には，暗黙の

了解ができ上がってしまったかのように，これといって

はっきりと言葉で説明したものがないし，図書館学・ド

キュメンテーション関係の用語辞典においても定義らし

きものは見当らず，簡単に，‘情報の収集，分類，伝達，

利用のプロセス’という意味での　“documentation”

とほぼ同義として扱われているに過ぎない。12）

　現実に用いられている“書誌調整”ということばは，

上の6），8）のような，“書誌”に焦点をあてた解釈に

とどまらず，4）に示されているように，“あらゆる研究

者（あるいは文献探索者）が，．どこにいて，どんな記録

の断片を，どんな目的で，又どんな形式で必要とする場

合でも，直ちに発見し，その所在を知り，かつ入手ある

いは利用できるようにするための工夫，道具，事業”の

すべてを含めて考えられているところに，解釈の幅が出

てくる原因があるわけである。書誌学者（書誌に特別関

心を寄せる人々）1は，当然のことながら，“書誌”（ここ

では，広い意味での2次資料と考えてよい。　したがっ

て，索引，抄録なども含まれる。）　を編さん，利用する

ことによって，1次資料または2次資料相互の混乱を調

整し，・求める資料を効果的に，かつ組織的に発見，入

手，利用できる状態にすることを書誌調整と言うだろ

う。また，別の立場の人々　　たとえば，1．R．とかドキ

ュメンテーションの方面に関心を持つ人々一は，調整

に関する技術的な側面により大きなウェイトを置いて，

文献のコントロールということを考える。この点で，彼

らの念頭にある　“書誌調整”は，“ドキュメンテーショ

ン”と呼ばれるものと非常に密接な関連を持つ概念なの

である。今，ここで，ドキュメンテーションの定義をう

んぬんする場合ではないし，ドキュメンテーションその

ものの意味も，時代によって多少異なってきてはいるが，

現在，一般に受け入れられていると思われるもので，比
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較的わかりやすい解釈を下に示す。

ドキュメンテーションとは，人間による情報の生

産，生産された情報の定着化または形式化，定着・

形式化されたものの収集，処理，配布，要求に対応

する利用を可能ならしめる手段・方法，利用に基づ

く情報の再生産の過程などのすべてにかかわる技術

の総体である。ユ3）

すなわち，情報（この定義では，広く情報として，文

献・記録資料とは限っていない）の有効な利用を促進す

るための補助的用具，技術を強調して考えた場合に，ド

キュメンテーションと書誌調整とのつながりが生じてく

るのである。

　さらに，書誌調整と1．R．（lnformation　retrieva1）と

の関係を考えてみよう。‘retrieva1’を，「見失ったもの

や，存在することが判明しているか，若くは容易に予想

できるものを，取りもどしたり，発見すること。」　と解

するならば，1．R．は“書誌調i整”において我々が追究す

る目的と極めて相通ずるものである。しかし，1・R・にお

ける・information’は，“書誌調整”が対象とする記録

資料（たとえそれを刊行資料に限らないとしても）のみ

ならず人間のコミュニケーションに何らかの役割を持

つ，ある意味での‘情報’と考えられるものすべてに及

ぶという点で，1．R．は書誌調整よりもなお広い領域をカ

7〈・・一している，と言えるだろう。また，このことばが，

機械（特にコンピューター）の出現に伴って盛んにもて

はやされてきたことにも表われているように，これも，

検索の技術の方に，より重点が置かれている，と見るこ

とができよう。なお，retrievalということぽを考える

ならば，“書誌調整”は1・R・よりも（一というよりそ

の中の）“document　retrieva1”の方に近いと言える

かも知れない。

　こうして見てくると，憎誌調整”には広義と狭義と

がある，と考えることもできる。広義では，記録情報源

を，それを必要とする人々が容易に発見，入手，利用で

きるように効果的に組織するための道具，方策，活動

（事業）のすべてを包括したことばであり，　もちろんそ

の中に技術（たとえば分類法，抄録法，索引法など）も

含む。狭義には，調整の具体的な道具（トゥール）とし

て，書誌（を中心とする2次資料）を作成し，それを用

いることによって，記録物の中から必要とする情報を的

確に引き出し，駆使できるようにすることを言う。2次

資料相互のカバレッジの重複などを調整することも含め

る。

　もっとも，両者の間は判然と区別できるというもので

はなく，多分に観念的な分け方でもある。しかし，一応

上の区別に従うと，具体性から言えば狭義の方が優って

いるし，理解もしゃすい。“bibliographical　contro1”

という英語を単純に解釈すれば，‘bibliographica1’に

主眼が置かれて，まずNS書誌”が頭に浮かぶのは自然で

ある。また，文献の混乱をコントロールするための手段

として作られてきたのが書誌なのだから，元来狭義の方

を意味し，その問題に付随する要素として，abstracting，

classification，　indexingなどの技術が考慮に入れられ

る，という程度であったと思われる。それが，情報処理

技術のクロ・・一ズ・アップという傾向に伴って，書誌その

ものから調整の諸技術の方にもかなり目が向けられるよ

うになり，“書誌調整”ということぽが，これら技術的側

面をも大きく取り上げる，広い意味になっていったので

はないかと考えられる。

　しかし，“書誌調整”という場合には，調整の手段，

用具，およびそのための諸活動が主なのであって，調整

をより効果的に促進するために，分類，抄録，索引法な

どの技術は不可欠の要素ではあるが，あくまでも付随的

な性格のものである。

　もちろん，1．R．の中で用いられた概念や手法は，必然

的に，書誌調整にとっても有益であり，大いに役立てら

れるべきである。　また，　“書誌調整　（bibliographical

contro1）の完全な計画は，それぞれが全体計画の中で演

ずる特別な役割を持った，広範なカテゴリーから成るべ

きである。”ユ4）という意見を侯つまでもなく，この大き

な問題は，関連諸分野の援助と，それらの円滑な調整に

よって解決することができるのである。したがって，書

誌調整を，“書誌によって……”と限定しすぎることに

は疑問を持つが，一方，技術的な側面を余りに強く押し

出すのも，本来の範囲を逸脱してくるように思われる。

　C．　・・bibliographical　contro1”　と　‘‘bibliographic

organization　”

　日本語の　“書誌調整”に該当する英語は，主として

“bibliographica1（又はbibliographic）control”であ

るが，時々，“bibliographic　organization”も使われ

る。本稿ではこれまで，両者の間に特に区別はつけず，

一括して“書誌調整”と述べてきた。しかし，これら2

種類のことばには，微妙な差違があることに気づくはず

である。
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　本来，‘contro1’と‘organization’ということばだ

けを取り上げて比較するならば，両者は明らかに違う意

味を持っている。“bibliographical　control”と“biblio－

graphic　organization”も，理論的には別の概念であ

るが，ともに，文献の混乱状態に対処し，その混乱を整

序し，必要とする資料を確実に発見，入手，利用できる

ようにするために何らかの手段を講ずることを目的とし

ている，という点で，発想の基盤は共通である。ただ，

観点の違いが表現に差違をもたらしたものと考えられ

る。ClaPPはこの観点の相違について，“過去において，

‘bibliographic　organization’の概念は，‘bibliographic

control’と呼ばれていたものと，内容の点で　　幾分

観点においてであるが　　それほどかけ離れてはいない

と指摘されていた。前のことば［bibliographic　organi－

zation］は状態（condition）を表現しており，一方，あ

との方［bibliographic　contro1］はむしろ書誌作業

（bibliographic　work）の効果の方に関係がある。”ユ5）と

述べている。（・印筆者）彼によれば，“人間のコミュニ

ケーションの記録を体系的にリストした結果生じた効果

的な配列様式”が“bibliQgτaphic　organization”であ一

り，“リスト自体（書誌）を用い，あるいは書誌を目的と

して，手写・刊行された記録物を駆使すること（mastery）”

が“bibliographic　contro1”なのである。ユ6）

　Pl　Wilsonも，表現は違うが，ほぼ同じような見方

をとっている。すなわち，“‘OrganizatiOn’は構成的

な，構造上の概念であり，一方，‘contro1’は機能的な

概念である。”ユ7）

　ものごとをcontro1する機能を果たすための有力な方

法の一つに，あるものをcrganize（組織，構成）した

ものの利用が挙げられる。つまり，実際には，organi－

zaticnの問題に触れずにcGntro1について話すことは

できないのである。ただ，crganizatiGnは，　contro1の

ための一手段であって，　よ，り実践的なニュアンスが強

く，contre1の方がむしろ観念的である，とも言える。

すなわち，．CCntrc1の理念，　機能を具現したものが

CrganizatiCnなのである。

　一方，観点の違いとも関連して，，両者のカバーする範

囲の違いも考えられよう。biblicgraphical　ccntrolを広

義と猿義に分ける．ことが可能ならば，広義には，書誌調

整の目的を果たすための，あらゆる手段，用具，活動を

指し，技術的な匂いが濃い感じであり，狭義の方は，

‘biblicgraphical’の方に重きを置いた意味と考えられ

る。そして，“bibliOgraphic　organization”は，むし

ろ，狭義の方に近いのではないか。日本語の＼＼書誌調整”

は，COntrOlもOrganizatiOn　もすべて包括したことば

として用いられているのである。

　D・書誌調整と書誌

　Wilspnは，書誌調整をbibliographical　contro1と

して見た場合，bibliographyとbibliographical　con－

trolとの間には，必然的な関係は全くない。もちろん，

bibliography　ということばの2つの主な意味のいずれ

かにおいて，両者の間には，現実には多くの関係がある

のだが……と言っている。18）しかし，彼はこの場合，

bibliographyを①文献リスト作成の仕事，①本や印刷

の歴史を研究するという意味での書誌学，の意味に解し

ているのである。

　だが，我々がここで取り扱おうとする“bibliography”

（書誌）とは，図書その他の記録資料をリストしたもの

を指しているので，広く2次資料と解して差し支えな

い。このような前提に立てば，書誌は書誌調整を進める

際の大切な道具であり，書誌調整の第一歩であることは

明らかであろう。しかし，具体的な方策として，書誌と

いうものを考えずに書誌調整は遂行し得ないのだけれど

も，書誌調整においては一というよりも，元来一書

誌は手段であって，それ自体が目的ではないのである。

この立場はあくまでも堅持してゆくべきである。

II．書誌調整の歴史

　研究その他の目的のために，必要な文献を可能な限り

網羅的に集めたいと願うのは，人間の本質的な欲求に根

ざすものと言えよう。そう考えると，過去の先人たちの

業績の記録をリストしたものは　　書誌とは呼ばれなく

とも一相当昔から作られ，利用されていたことは十分

推測できる。だが，求める資料，記録類はすべて手に入

れることのできた時代があったとは無批判に信じられな

いまでも，生産される文献の絶対量が今日よりも遙かに

少ない時代には，書誌自体およびそれを用いて求める情

報に組織的に接近する必要性は極めて薄かったろうとい

うことは想像に難くない。

　しかし，印刷術の発明など，諸技術の急速な進歩，科

学の発展その他種々の事情に伴う文献量の増加によっ

て，文献リストとしての書誌は，研究のための有力な補

助トゥールとして欠かせないものとなってくる。，

　15世紀末期に始まり，J．　Tritheim，　C．　Gesnerらの

時代を経て，17～18世紀ごろまでに，西ヨー一　Pッパ諸国
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においては，個人の努力で数多くの世界的な規模の書誌

あるいは全国書誌の性格を備えた販売目録などが作られ

てきた。しかし，これらの個々の試みを概観するのは書

誌の歴史であって，書誌調整のそれとは趣を異にするも

のであろう。世界的規模の書誌調整を考えた場合，もち

ろん，全世界の文献を完全に記録したいというのは，図

書館員や書誌学者たちの当初からの夢であり，現に，当

時において世界書誌と呼びうるようなものが幾つか存在

していた。そして，書誌調整の究極の目的も，上のよう

な理想を実現するところがら達成されると考えられてい

たわけで，その点においては，書誌の歴史が書誌調整の

歴史につながるとも言えるであろう。が，書誌調整の試

みとは，それを求めている人がその形態のいかんを問わ

ず，また，目的，国境にかかわりなく利用できるよう

に，人間の記録を組織しようとする意識的な探求なので

ある。書誌調整の歴史は，結果（産物）としての書誌そ

のものよりも，書誌的事業，書誌的な試みを跡付けるこ

とによって明らかになるだろう。

　この章では，19世紀後半から第2次世界大戦終結まで

の間を，書誌活動を取り巻く諸情勢および活動状況など

の点から3期間に区切って，主に欧米諸国における歴史

を概観し，書誌調整の概念の変遷の一部を探り出してみ

たい。

　第1期は，1850年から1890年代前半にかけて。19世紀

後半，特に最後の四半世紀には，書誌活動のみならず，

図書館サt一一’ビス全般にわたって急速な発展が見られた。

書誌に関しては，その活動の調整や改善をはかるための

機構の推進，法律の制定……といった外的環境の整備も

徐々に進化していた。また，この時代は，目録作業・分

類作業，その他図書館技術に関する方法と標準が示され

るようになったほか，各種の図書館－協会が結成され，図

書館協力に対する新しい考え方が生まれた。いわば，開

拓と，それに続く進展の時代とでも言うことができる。

　これらの新気運は，決して書誌調整達成の意図にのみ

依るのではなく，むしろ，輪転機の普及によって刺激さ

れた図書生産量の増大と，それに伴う知識の拡大，その

他諸々の事情に帰しうるところが大きい。　しかしなが

ら，こういつた気運が，書誌調整に直接的，間接的な：影

響を及ぼし，何らかの力とな：り得たことは確かであろ

う。大規模な書誌調整問題に対しては，まだ十分に関心

が高まっていなかったが，既に，かなり盛んに書誌活動

を行なっていた主題分野の専門家の問から，より充実し

た書誌調整に対する要望が起こりつつあったのが，この

時代である。

　次に，1890年代も後半に入ると，“与えられた主題分野

で世界的に完全なものを目指す”書誌的な試みが相次い

で始まった。本稿では代表的な3つの事業を採り上げ，

これらの活動が一応の成果を上げながらも，それぞれ，

成功に必要な条件を充足し得なかったことから衰退の方

向へと進み，あるいは方針の変更を迫られるようになっ

ていった1920年代までを第2期とする。ここで“1920年

代”と，かなり幅広い期間を区切りとしたのは，この中

で述べている諸事業が，性格を変えたとは言うもののま

だ継続していたこと，その転換期が，何年と指摘できる

ほど明確ではなく，また各々異なっていること，などの

理由による。したがって，次の第3期と多分に重複する

期間もあると考えてよい。

　壮大な目標を掲げて出発したこれらの試みは，それ自

身の内包していた欠陥に加え，様々の外的な障碍にぶつ

かって，次第に行き詰まってくる。専門分野の細分化に

よる主題相互の隔絶化が進み，主題専門家たちの多くは

自分の分野にだけ関する僅かばかりの資料で満足し，重

複も多かった。また，図書館界にあっては，管理形態の

変化により，建築，渉外関係の方に力が注がれ，書誌問

題の解決は後回しにされ勝ちであった。こうした書誌事

業の世界を取り巻く諸相を一層明確にし，ある意味での

転期となったのが第1次世界大戦である。

　戦後の特色のひとつは，書誌調整における国際協力と

いうことが強調され，そのための機関や会議が結成され

るようになったことである。国際連盟の設立と，知的活

動面における援助活動は，のちのユネスコの先駆的存在

として知られている。また）一国際図書館協会連盟の誕生

により，書誌問題をも含めた各種の課題を国際的な立場

で考え，情報を提供し合う場が作られた。その後のこれ

らの動きは，書誌調整にとって必ずしも好ましい方向に

ばかり進んだわけではないが，このような気運の盛上り

は新しい動きと見てよいであろう。ここでは，戦後，次

の大戦終結まで（正確にはユネスコ結成まで）の問を第

3期とした。

　A．19世紀（1850～1890年代前半）

　1．Jewettの提案

　1850年，新設問もないSmithonian　Institutionの

Jewettは，“各タイトル別のステロ版作成，および，合

衆国内公共図書館の総合ステロ版形成”の計画を，米国

科学振興会（American　Asscciation　for　the　Advance－

ment　of　Science）に提出した。彼の構想の骨子は
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①書誌記入の目録を迅速かつ安価に作製する新技法一ス

　テロ版の応用

②完全目録の各部分を提供し，完全目録作製事業に最も

　寄与しうる団体一公共図書館の協力

③合衆国内で出版される人間の記録の大部分が登録され

　得るようにするための，最も合理的な方法一版権登録

　の改善

というものであり，彼は，この計画がuniversal　catalo9

への基礎を成すものと考えていた。すべての国がこの計

画を採用し，実施したならぽ，それによって形成された

総合目録を集約した全世界書誌の出版も夢ではないと考

えたのである。

　彼の提案は，1853年のニュ・一ヨ“・・一・・クにおける図書館員

大会で受け入れられ，この計画は相当程度まで成功し

た。ステロ版を目録に利用すること，総合目録のための

図書館協力の活発化などはこの結果生じた現象であった

が，この好調も長続きはせず，数年後，操作上に不備あ

りとしてステロ版は廃止され，協同作業も所期の目的を

達しうるような強力な機構を作り上げうるほど強力なも

のではなかった。また，版権納本によって資料はSmi－

thonian　Libraryへと集まったのだが，資金と熱意両面

の不足から，同図書館ではその目録をとり得なかった。

　こうした動きのあった一方，世界的な書誌調整の試み

は，より狭い主題分野（特に科学の領域）で起こってい

た。

　2．　“Catalogue　of　Scientific　Papers”

　1851年，Smithonian　InstitutionのJoseph　Henry

は，特に科学分野に関して図書館利用の促進をはかる最

も重要な手段は，単行本に限らず，紀要，雑誌論文，会

議録や研究の一部分をも探し出せるような件名索引を作

ることである，と，その年報で提案した。しかし金銭の

目処が立たないため，英国科学振興会（British　Associa－

tion　for　the　Advancement　of　Science）宛に書簡を

送り，自分が米国の文献を担当し，その他の国々は英国

で受け持って索引を作成するよう依頼した。　同振興会

は，1855年にRoyal　SocietyのCayley，　Grant，　Stokes

の3名を任命し，調査に当らせた。1858年には，1800年

から1860年までの，すべての言語で書かれた科学雑誌の

論文（紀要を含む）をリストした“Manuscript　cata－

logue　of　the　titles　of　scientific　memoirs　contained

in　the　scientific　periodicals　in　all　languages”を作

成することが決まり，J．　Henryの発案が，イギリスに

おいて実現することになったのである。これは，①逐次

刊行物索引，②著者索引，③分i類別索引，などから成る

予定であった。

　目録のための原稿はSocietyの図書館に集められ，

外国の学会からの補充なども併せて，1864年には，前年

の分までで約18万件以上に達していた。こうして，1867

年，Cαtalogue　of　scientific　pmpersが，1800年から1863

年分までを6巻に収めて出版された。当初は，著者索引

および件名索引から成るはずであったが，件名索引はそ

の重要性と意義を十分越認められながらも，費用がかか

りすぎるということから見送られ，その後長い間実現し

なかった。

　第1回目の10年累積版（1864－1873）を出すことに決

めた時，このCαtαlogueをRoyal　Societyの永続的な

事業にすることを表決したが，その際に出た不満は，コ

ストの増大ということであった。好ましからざる財政状

態の下で，次の10年間（1874－1883）の出版が承認され

たものの，英国政府の全面的援助は受けられず，財源を

各方面の投資に仰ぐようになり，Catalogueは，財政面

でも国際的な性格を持ち始めた。

　1890年代に入ると，個人の寄付によって再び主題索引

出版の望みが持たれるようになった。結局，1908年から

1914年にかけて，i数学，物理学，；機械工学の件名索引が

出版された。当初の計画では，当時始まっていたlnter－

nalional　catalogue　of　scienliific　literαtureに倣って17

分野に分ける予定であったが，初めの3巻（A－Mathe－

matics，　B－Mechanics，　C－Physics）にとどまった。

　さらに，1914年には著者名索引の1884－1900年分が

刊行されたのを最後に，この計画は打ち切られることに

なった。

　19世紀の後半には，図書の生産量が倍加したと言われ

るが，それにも増して雑誌類のふえ方は驚異的なもので

あった。（1866年から1898年までの32年間に4倍近く

になったという）Catalogue　of　scienti　fic　PaPers行き

詰まりの一因も，まさにここにあったわけである。こう

した事態に直面したとき，従来，図書館員，書誌作成

者，あるいは主題専門家の間で個別に行なわれていた書

誌作製の仕事は，もっと広い視野から共同でなされると

いう方向に向かうべきであった。しかしながら，この時

期（19世紀後半）において，大部分の図書館員の目は，

目録，分類などの技術，用具，施設，あるいは専門的職

業知識の細部問題の方に向けられ，書誌調整という大筋

からは逸れていた。この時期にも引き続いて主題書誌サ
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一ビスが隆盛であったのは，その分野の文献利用者から

の要求の高まりもさることながら，上のような事情も一・

役男っていたことと思われる。

　19世紀は研究者の要求，雑誌数，研究団体・機関の増

加などによって，専門分野のカレントな書誌サt・・一一・ビス

が始められるようになっていた。1830年にはドイツで

Pharmαceutisches　Zentralblatt，後のChemisches　Zen－

trαlblattが発刊されたが，これは最初の抄録誌と呼ば

れている。1864年にはZoologicαl　recordが出，先にあ

げたCatαlogue　of　scientiifZc　PaPersが初めて現われた

のは1867年のことである。1880年にJohn　Shaw　Bi11－

ingsが出版を始めたlndex－catαlogue　of　the　Lib　ra　ry

of　the　U．S．　Surgeon　Geneγal，s　C卿。θは，：蔵書目録で

あると同時に，医学関係の雑誌・紀要類に収録されてい

る論文の索引としての性格も持っていた。

　これら，化学や医学のほかにも，地理学，数学，物理

学，社会学，などなど，各種専門分野における書誌活動

は，大体，最初は個人の努力で機関誌などの一部を利用

して始められ，のち，活動の主体を団体や機関に移すと

いう道を辿って，次第に盛んになっていった。文献の出

版量の増加と並行して，19世紀後半は，これら主題書誌

の数が，前半のそれに比べて目覚しい伸びを示してい

る。（たとえばMalclさsはBibliograPhyの中で，19世

紀に創刊された主題書誌のリストを掲げているが，それ

によると，1820年代から1840年代終りまでの約30年間の

ものが12であるのに対して，1850年代に5，60年代に7，

70年代に入ると20，80年代が12，90年代は17となって

いる。ユ9）この数字は，ほとんど西欧諸国のものに限られ

ているが，当時の学問の中心はまだ西欧であり，これが

大体の傾向を示していると判断して差し支えないだろ

う。）

　このように，1890年代の前半までは，専門分野の書誌

問題に専ら目が向けられ，書誌調整に，もっと広範な：視

野から取り組もうとする動きは見られなかった。当時，

他の国々から援助を受けて，自然科学文献の国際的な目

録を続けようとしたCatalogue　of　scienti］7c　PaPersの

計画も危機に写していたのであるが，ここでは，各主題

に関心を持つ国々が協力しさえずれば，満足のゆくサー

ビスが出来るものと考えられていたのである。

　B・1890年代後半～1920年代

　1890年代後半に入ると，書誌調整の歴史上特筆すべき

出来事が相次いで起こった。1つは“Concilium　biblio－

graphicum，”次に“lnternational　catalogue　of　scien一

tific　literature”の計画，3つめはInternational　In－

stitute　of　Bibliographyの設立である。

　1．　“Concilium　Bibliographicum”

　Concilium　bibliograPhicumは，動物学関係文献の国

際的収録を意図して始められたものである。Herbert　H．

Fieldは1892年から1895年掛かけて構想を練り，チュー

リッヒに本部を，ボヘミア，フランス，ハンガリー，ロ

シアに支部を持つ動物学の文献センターを設けて，動物

学文献の国際的な主題索引を作成しようと計画した。そ

して，1896年にはチューリヅヒの本部で活動を開始し

た。

　隔週刊で出される会報（bulletin）の一部が，　Dewey

の分類表を独自に展開した分類番号をつけたカード形式

のサービスになっていた。動物学を初め，解剖学，生理

学，古生物学，生物学，顕微鏡使用法に関する雑誌記事

が主で，単行本，パンフレットも若干含まれており，の

ちには年刊で，分野ごとに冊子体の索引がつけられてい

た。こうして，1908年までには約1，500万枚のカ…一一ドが

配布されたという。しかし，カード式であることで利用

者にとってはファイリングが重荷となり，多くの人々の

関心は抄録誌の方へ移っていった。1921年，Fieldが死

亡すると次第に下火となり，1940年に途絶えた。

　2．　“International　Catalogue　of　Scientific　Lite－

rature　”

　Royal　Societyは，1894年になると，20世紀の科学文

献に対する主題目録作成の可能性を検討し始めた。これ

は，既存のCatαlogue　of　scientiific　PαPersの欠陥を是

正し，①雑誌記事ばかりでなく，図書やモノグラフをも

含め，②著者名索引のほかに件名索引もつける，③件名

のリストをつくること，④迅速に出すこと，を目指すも

のであった。

　この計画は，発表されるとすぐに館界の反響を呼び，

活発な論議が戦わされた。たとえばJ．S．　Billingsは，

コストの問題と，科学文献の完全な目録をすべての人に

利用させることの有用性について疑問を投げかけ，既存

の2次資料を自由に使ってきた研究者たちにとって，そ

のように大部なものが一箇所に集められることが果して

いいのか，また，リストされているものの多くは，コピ

ーを入手することが難しいのではないか，　と述べてい

る。

　1896年にnンドンで開催された国際会議では，このよ

うな点のほか，サt一・一・・ビス形態（カードか印刷目録か），

分類，統制組織など細かい点まで論議された。この時に
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大体の管理構想が決まり，さらに1898年，1900年と2回

の国際会議を経て，計画はほぼ完成した。

　それによれば，この目録は，自然科学を17分野に分

け，分類はDeweyの十進分類法をもう少し簡単にし

たものを用い，年刊とする。組織は，決定機関として

International　Conventionを置き，管理はInterna－

tional　Councilが受持つ。また，実行機関としては中央

にCentral　Bureauを設け，各国内のRegional　Bureau

がそれを援助して文献の補充を行ない，さらに，各主題分

野についてはInternational　Committee　of　References

からアドバイスを受ける，というものであった。

　この目録では，たとえばConcilium　bibliograPhicum

のような既存のサービスを持つ分野においては特に注意

を払い，重複を避ける努力がなされた。こうして，1902

年には最初の年（1900年）の分が22巻になって出版され

た。

　しかし，間もなく機構上の欠陥が露呈され，Regional

Bureauから述られて来る文献リストの遅れを是正する

組織がCentral　Bureauの方になかったため，その遅れ

は一層目立つことにな：つた。そして1914年忌ろまでに

は，財政上の困窮も手伝って刊行が2～3年ずつ遅れる

ようになっていた。

　このほか，17分野という広範にわたる主題取扱いの不

備，分類の窮屈さ，出版は中央で，編さん・財政などは

共同作業という管理体制の矛盾，全般に科学分野のサー

ビスとしては不適当など，lnternαtionα1　catαlogue…自

体の持つ弱点が次第に明らかにされ，　Internaticnal

Councilは，1922年に，　これを廃止することを決議し

た。結局，lnternationαl　catαlogue…は1914年の分ま

でをカバーして終わることになったのである。

　3．　lnternational　lnstitute　of　Bibliography

　書誌調整の歴史の上で最も大きな貢献をなしたと評価

されているのは，International　Institute　of　Biblio－

graphy（現在のFIDの前身）である。

　1890年，ベルギーの法律家であり，政治家でもあった

Henri　LaFontaineは，ブラッセルの社会・政治学会

（Society　for　Sccial　and　Political　Studies）の中に書誌

部門を作り，社会学文献のカード目録の作成を始め，翌

年には法曹界にも書誌グループを作って法学雑誌に出た

記事のsummayを刊行することを始めた。一・方，同じ

ベルギーの法律家Paul　Otletは，1892年，社会科学の

書誌に関する論文を発表した。これがLaFontaineの「］

を引き，ここから2人の協力が始まったのである。

　1893年，ベルギー政府の援助を受けてIntenaticna1

0f丘ce　cf　Scciclegical　Bibliographyを設立，完全な

世界的書誌調整を目指して活動を開始した。彼らは，①

書誌的情報のクリアリングハウスの仕事を結びつける中

央機関，②全世界の文献の完全な目録を備えた図書館，

③緊密な連携による国際協力，がその解決策であると考

え，そのためには現存の分類法では不十分として，Dewey

の十進分類法の展開を試みていた。

　書誌に関する最初の国際会議が開かれたのは1895年の

ことである。この時，International　Institute　of　Biblio－

graphy（lnstitut　lnternational　de　Bibliographie．以

下，IIBと略す）が設立され，①Deweyの分類法を更

に展開して，全世界の書誌にふさわしいものとするこ

と，②世界的な総合目録一R6pertoire　Bibliographique

Universel一の編さん，　③lnternational　Othce　of

Bibliographyの設立，が承認された。ベルギー政府は，

すぐにこの事務局を作り，世界的な目録編さんの任務を

託すことになった。

　当初，この協会は個人会員による協会制度をとってお

り，これら個々の会員が自国の書誌の改善をはかること

によって，世界書誌の編さんが促進されると考えられて

いた。カレントな全国書誌の完備が目標達成のための第

一歩であることが強調され，その確立のためにも，組織

的な分類法と，出版物の納本に関する画一的な立法措置

が重要であるとされたのである。

　1897年の第2回会議では，国立書誌協会（national

institutes　of　bibliography）の結成が約束され，さらに

IIBも，国家機関の主要機能は全国書誌を作成すること

にある，と明示し，その目録は，総括的に過去の記録及

び日’々の出版物，一般個人および官庁・協会・団体など

の発行する出版物を網羅すべきである，としている。さ

らに1900年のパリ会議において，全国書誌作成の基礎と

して，各国で法定納本制改訂の運動を昂揚させるよう要

望した。

　1908年には第4回目の会議（Fourth　International

Conference　on　Documentation）がブラッセルで開か

れたが，この会議では全世界的な基盤に立つドキュメン

テーションの組織が要請され，この計画を具現すべき恒

久的な書誌を作ること，書誌・ドキュメンテe・一・一・・ション国

際会議（lnternatiGnal　Congress　of　Bibliography　and

Documentation）の創設が決まった。そして，計画全体

の基礎として各国政府の参加するInternational　Union

of　Documentationが企画された。この構想の基本は，
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各国が自国内で発行される出版物の全国書誌，若しくは

完全な目録を作成し，または作成させ，この目録の写し

を他国にも利用させる，というものであった。

　このように，IIBは，世界的な書誌編さんに対する理

念を明確に打ち出し，具体的な方策を示していったのだ

が（実際，1908年には700万枚のカードになっていた），

書誌的情報のクリアリングハウスとしての機能を果たす

ためには，書誌そのものの作成，提供にとどまらず，書

誌作成および情報全般を調整するための技術に関する情

報をも提供すべきであることが強調されていた。Otlet

も：LaFontaine　も，包括的でしかも展開可能な分類法

を理想に描き，そのようfs　一種の世界語によって，資料

の分野においてだけでも世界の学者の意志疎通がはかれ

るようになることを望んだ。そして，まさにU．D．C．こ

そがそのための最良の道具であると信じていたのであ

る。このU・D・C・は1899年に第一版（予備版）が，1907

年にはフランス語による国際版が出された。

　IIBの理念，目的，計画は広く各方面から支持され，

現実に，書誌事業の発展，改善および調整のための仕事

も具体的な成果を上げつつあり，この計画は順調に完成

するかに見えた。

　しかし，第1次世界大戦がこの事業の成行に，間接，

直接に影響を及ぼした。総合目録のカード自体は無傷で

あったが，戦争によってInternational　Institute　of

Bibliography　とInternational　Othce　of　Bibliography

の仕事はほとんど停止され，約1，300万枚のか一ドの維

持は行き詰まってしまった。

　このような事情を背景に，一方では出版物の激増，あ

るいは主題分野の細分化が進む中で，この事業そのもの

に対する反対が次第に顕著にな：ってきた。反対意見の主

なものは，①調整，用具の集中化に対する疑問，②IIB

が，その計画のうちU．D．C．の伝播，完成という面に重

点を置きすぎることに対する不信，③ますます強まって

いる書誌的な要求に対して，IIBは対応することが出来

ない　　ということであった。そして遂に，ベルギー政

府からの財政援助も打ち切られてしまった。

　1924年には，従来の個人会員制度を改め，国際的性格

の科学・学術団体およびそれぞれの国の書誌調整に関す

る団体の連合体として再組織されたのであるが，このこ

とは，国際協力を真に有効なものにするためには，個人

の力の結集だけでは不十分であり，もっと組織だった機

構の必要性が認められたことを示すものであろう。

　しかしながら，改組されてもこの協会は目標を世界書

誌に置き，依然として集中化に固執していた。だが，実

際に各国で書誌事業に携わる図書館関係者は，この国際

的な調整における集中化ということについて，その最大

の単位は国家であること，　また，問題の最終的な解決

は，各国が出来る限りまず自らの手で行なうべきこと，

さらに，国際的云々を論う前に各自国内の図書館で底の

方から着実に積み上げてゆき，それを基礎にした強固な

国内機構が出来れば，国際’協力も難しくはなくなるだろ

うという立場から，協会を全面的に支持することはなか

った。

　C・1920年代～1946年

　第1次世界大戦が何らかの媒体となって，今まで述べ

てきた戦前の諸計画は，部分的にあるいは全面的に崩壊

したにもかかわらず，戦後，書誌調整の面では大きな躍

進が見られた。これは，書誌調整における国際的連携の

必要性が広く認識されたことと，国際連盟（League　of

Nations）の創設に依るところが大きい。

　1．　lnternational　Committee　on　lntellectual　Co－

operation

　国際連盟の中の一委員会として，IIBの尽力により

International　Committee　on　lntellectual　Cooperation

がブラヅセルに結成されたのは1922年のことである。こ

の委員会は各分野の優れた専門家たちの集まりであり，

その第1回会合における主要問題は，書誌に関するもの

であった。彼らは，書誌があらゆる知的活動の基礎をな

すものと考え，①人知のあらゆる部門にわたる，できる

だけ完全な目録を作ること，②あらゆる新知識が，でき

る限り速やかに伝播される手段，方法を採用すること，

がその事業内容であるとしていた。

　しかし，彼らは優秀な主題専門家であったため，自分

の専門分野に関する文献の中から必要な情報を入手する

という立場で書誌問題に取り組んだ。委員の中には，迅

速な書誌というものは（科）学者によってのみ成され得

る科学的な仕事であり，そのサービスは国際的な科学図

体を唯一の頼りにすべきであると考える者もあった。そ

して，技術的な書誌顧問の必要を認め，学術専門家に，

図書館員，書誌学者たちを加えた書誌小委員会　（Sub－

Committee　on　Bibliography）を設けたが，その目的

は，過去に蓄積された知識を保存し，将来速やかに伝播

するための最良の実際手段を発見することにあった。

　小委員会は1924年，①書誌的出版物（定期刊行物か否

かを問わず，遡及的，カレントいずれも，また基本的，

選択的共に）に関する，②図書の生産と販売の歴史に関す
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る，③図書館，文書館その他の保存場所に関する，④知

的活動および科学的協力団体の出版物に関する　　網羅

的かつ組織的なアルファベット順目録を作るため，IIB

に援助が与えられるよう勧告した。

　連盟とIIBとで協議した結果，世界の大図書館の集合

目録（collective　catalo9）という線で，特定の本の所在

を示した著者名アルファベット目録を，一方，書誌およ

び科学機関，知的協力団体については組織的な目録を作

ることになった。

　しかしこの計画も，IIB自体が政府からの支持を失っ

て弱体化していたこと，International　Committee　on

Intellectual　Cooperationは，フランス政府からの提案

を受けて，パリにInternational　Institute　of　Inte1－

lectual　Cooperationを設立する準備に忙しく，この計

画の方に同委員会の注意が向けられていなかったこと，

などによって思うような進展は見られなかった。

　2．　lnternational　lnstitute　of　lntellectual　Co－

operation

　国際連盟のInternational　Committee　on　Intellectual

Cooperationとフランス政府の協力で，1925年，パリ

に設立されたInternational　Institute　of　Intellectual

Cooperation（IIIC）は，上記委員会の真の実行機関で

あり，のちのユネスコの事業への道を開いたとも言われ

ている。その目的は，各種の機関を通じてさまざまの方

法で知的協力を奨励し，調整をはかり，かつ促進するこ

とであった。それを実現する一つの方法として，書誌，

図書館および情報サービスを調整，改善する計画が立て

られ，たとえば，各国委員会や学術団体などの機関を通

じて，各国に情報センターが設立されるよう支i援を行な

った。すでに国立図書館などが存在する国では，それら

の機関が所期のサービスを提供する手段をとるよう要請

されていた。

　国際的な科学連合体，学術研究団体などにこの　IIIC

が与えた影響は大きく，多数の学術的な書誌，抄録サe・一一・一一

ビス，レビュー・誌などが生まれた。またIIIC自身は，

国際連盟の援助を得て，カレントな書誌の分類別リスト

lndex　bibliogrαPhicusを作った。この初版は1925年に

出されているが，1931年の第2版には約1，900点の書誌

が収録されていた。

　IIICは2第次大戦終結（正確には1946年）まで活動を

続け，　ユネスコの先駆的存在ではあったが，　この活動

は，主に上層部の学者，研究者を対象とする専門的な性

格のものであった。

　3．　lnternational　Federation　for　Documentation

　IIB（lnternational　Institute　of　Bibliography）は，

1920年代に入るとますますU．D．C．に力を注ぎ，これに

よって情報を世界的に組織しうるものと考え，その支持

獲得に全力を傾けるようになった。　その結果，　オラン

ダ，イギリスなどに熱心な賛同者を得て，オランダには

Dutch　Institute　of　Documentationが，イギリスには

Bradford，　Pollardらの努力によってBritish　Society

for　International　Bibliographyが設立された。これら

の機関の熱心な活動を通じて，U．D．C．は次第に根を広

げていった。

　1930年代に入って，IIBはまずInternational　In－

stitute　of　Documentationと改名，次いで1938年，現

在の名称のInternational　Federation　for　Documen－

tation　（F6d6ration　lnternationale　de　Documentation）

に変えた。この2度の組織替えを経た後は，各種書誌的

サービス，および連盟の会員である団体の活動を調整す

る機能を発揮することに重点が移っていった。そして，

＠Donker　Duyvis，　Polland，　Bradford，　Lancaster－

Jones，　Richardsonら熱心な個人を通して，②会員であ

る，各国の団体一たとえばBritish　Society　for　In－

ternational　Bibliography，　Dutch　lnstitute　of　Docu－

mentation，　Swiss　Association，　French　Committee

など一を通して，また，③書誌調整に関する国際会議

を通じて，国際的な書誌調整の問題に取り組んでいた。

U．D．C．の利用促進は，その基本的活動の一つとして今

日まで続いている。

　4．　lnternational　Federation　of　Library　Associa－

tions

　1927年，エジンバラにおける英国図書館協会創立50周

年記念大会で，　図書館協会の国際的組織としてInter－

national　Library　and　Bibliographical　Committeeが

誕生することになった。この委員会の目的は，“国際会

議のための時と場所を選び，各地方委員会と協同して会

議を準備計画し，各図書館・図書館員，書誌専門家の団

体，その他の機関など相互間の国際関係について調査な

らびに勧告を行なうこと”であった。

　1929年には，この委員会主催のもとに第1回の図書館

および書誌に関する世界会議i（First　World　Congress

of　Libraries　and　Bibliography）がローマで開かれ，

32か国から約1，400人が参加した。通過した諸決議は，

いずれも書誌問題に関係の深いものであったが，特に決

議i第9号は全国書誌センター設立の必要性について次の
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ように述べている。

現在においてもまた将来も，名国出版物の完全なコ

レクションをつくることの大いなる重要性を考えて

みれば，すべての国において少くとも一つの図書

館，大国においてはもっと多数の図書館が，その国

の〔知的〕生産物はすべて，版権納本制（copyright

deposit）に従って印刷者，発行者の提供するもの，

あるいは出版者との特殊’協定に従って入手するも

の，あるいはまた特別割合資金の方法で取得される

ものなど，いずれにしても，これを完全に収集する

必要がある。20）

　続く1930年，ストックホルムにおける会議でInter－

national　Federation　of　Library　Associations　（IFLA）

が生まれ，先の委員会（lnternational　Library　and

Bibliographical　Committee）はその執行；機関となった。

委員会設立の際，その名称の中に“Bibliography”が

含まれていたのは，“図書館員の協会たるものが，書誌

問題に関心を持つのは自明のことである”という一代表

の意見に従ったものと言われるが，委員会およびIFLA

の実際の活動を眺めてみると，それが書誌調整に果たし

た役割は間接的なものであった。すなわち，図書館員，

ドキュメソタリスト，あるいは書誌専門家たちが一堂に

会し，互いの情報を交換し合う国際会議の場を提供する

という形で協力したのである。もちろん，上に掲げたよ

うな意義深い決議がなされ，書誌問題を検討する小委員

会が設けられるなど計画は立てられたが，いずれも成就

せずに終わった。そして，FIDと連合委員会を結成し，

標準化，専門図書館・情報センター，目録規則などの諸

問題の方へと関心を向けていったのである。

　D．全国書誌の強調

　これまで，19世紀後半から第2次世界大戦にかけて行

なわれた，国際的規模での書誌調整の試みを幾つか取り

上げ，その流れを概観してきた。この間，専門分野の文

献全体を，あるいは全主題領域をカバーする世界的な書

誌を作ろうという動きは，Catalogue　of　scientiifZc　PaPers

を初めとして，同じRoyal　Societyの！nternαtionαl

catαlogue　of　scientii77C　lite　rαtu　re，あるいはInterna－

tional　Institute　of　Bibliography（IIB）の意図した世

界総合目録（R6pertoire　Bibliographique　Universe1），

動物学文献のサー・一一・・ビスConcilium　bibliogrαPhicum　fsど，

数多く起こった。いずれも，所期の目的をある程度は達

し，現在でも評価されるべき一面を持っているのではあ

るが，大部分，管理機構の問題とか協力体制のあり方そ

の他，自らの持つ矛盾のために立ち消えになったり，方

向転換を余儀なくされた。

　Catαlogue　of…と，その補遺的性格を持つInterna－

tionαl　catalogue…は，ともに出版物の急増に管理組

織の不備が重なって遅れが目立ち，本来迅速であるべき

科学文献の2次資料として十分な役割を果たしきれなか

った。

　また，世界の書誌的情報の交換センターたらんことを

目指し，世界的な総合目録編さんを主要な任務として出

発したIIBは，何度かの組織替えを経てFIDとなって

からは，調整を促進，援助する補助的トゥp・・一一ルとしての

U．D．C．の普及，開発および各種機関の書誌活動を調整

することに専念するようになっていった。

　こうして，実際に大規模な書誌編さんの試みの中から

改めて認識され，強調されてきたのが，（その’協力体制

はともかくとして究極的には）単一の書誌センターに情

報を集中し，そこで大規模な世界書誌を作ることではfs

く，それを支える基本的単位としての各国の書誌活動の

充実と全国書誌の役割であった。しかもこの考えは急に

出現したものではなく，部分的にではあるが，長い間理

解されてきたものである。

　全国書誌の発生は，世界書誌と同様，やはり古い。す

でに15～16世紀から，ドイツ，フランス，イギリスな

どで大規模な販売書誌が相次いで作られていたが，これ

らの中には全国書誌と呼びうる性格のものも多かった。

　Gabriel　Naud6がその著書Advice　on　establishing

alibrαryの中で述べていること一図書館員は，可能

な限り多数の蔵書目録を集めて，研究者が必要とする図

書を探し出す手助けとなるような中央目録とすべきであ

る一，あるいはパリ議会の顧問であったAbb6　Drouyn

が編さんを引き受けた巨大な書誌は，概念としては

universa1であったが，いずれの場合も，対象はほとん

ど自国（フランス）の資料に限られていた。これは，逆

説的な見方をすれば，世界書誌の前提として全国書誌の

重要性，意義が認識されていたことを示している，と言

えないこともないであろう。

　18世紀，フランス革命の期間中，僧院，修道院の図書

館を国立にする計画の中で，全国的な文献リスト作成の

提案が数多くなされたが，もしこれが完全に結実してい

れば，世界的な規模の書誌になっただろうと言われてい

る。21）
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　世界的書誌調整のために，一国内の図書館目録を充実

させるべきである，という問題が図書館人の間で論じら

れるようになったのは19世紀半ばのことであった。ひと

つは，既に述べたアメリカ合衆国のJewettによる，

“合衆国内公共図書館総合ステロ版作成”の提案に，　も

うひとつは，British　Museum　の目録計画に対する

Richard　Garnettの意見の中に伺うことができる。

　British　Museum　の印刷図書，　保管次長であった

Richard　Garnettは，19世紀問における全世界目録

（Universal　catalogue）の完成の可能性について疑念を

抱きながらも，この最終目的に対するカレントな全国書

誌の関連性を十分に認識していたばかりでなく，この関

連性を強調することが，British　Museum　Catalogue

の印刷に対する支持を獲得する最良の方法だと考えた。

彼は，“・…・・British　Museum　Catalogueを支持するこ

とは，全世界目録という更に大きな：目的を達成するため

の一大躍進となるのである。全世界目録は，現在，夢物

語にすぎない。これを直ちに実現しうる事業のように論

じて来た人々の計画は，現在のところ複雑で捕え難い。

彼等には作業の基礎が欠けている……この目録はその基

礎となるものである。”22）と論じて＝般の支持獲得に努

めたのだった。

　Jewett，・Garnett，ともに，彼等の対象とした国家単

位のトゥールというのは，　カレントな全国書誌ではな：

く，　図書館目録であったが，　国単位の書誌活動め充実

が，ひいては世界的なレベルの書誌調整につながるもの

と明確に認識し，言明していたという点は注目に値しよ

う。

　その後，19世紀末期にかけては主題書誌の隆盛時代で

あったが，主題専門家たちの間でも完全な全国書誌の役

割が注目されるようになってぎた。

　1890年代，未曽有の大規模な試みがブラッセルのIIB

で始められようとしていたころ，　イギリスのFrank

CambellはTlze　theory　of　nαtionαl　and　inlemationαl

bibliograPhy　の中で，カレントな全国書誌の基準，目

的，手段というものを明示し，まず全国書誌を優先させ

るべきことを強調したが，実際的な成果は上げ得ずに終

わっている。

　IIB　（lnternational　Institute　of　Bibliography）も

全世界目録作成のために全国書誌を強調，それを積極的

に利用しようとしていた。しかしこの場合は，あくまで

も最終的には集中化ということを前提として全国書誌を

考えていたのである。

　これに対して，国際連盟とIIIC（lnternational　In－

stitute　of　Intellectual　Cooperation）の関心は，集中

化ではなく，むしろ各国の基本的な書誌活動の方を重ん

『じることであった。IIICは，各国がそれぞれ自国の主要

著作品の定期的なリストを作成することを積極的に奨励

し，また法定納本制の国内組織の改善事業を拡大してい

った。この仕事ほ，カレントな全国書誌の達成を促進す

ることを認識して始められたものであった。

　さらに，1929年の図書館・書誌に関する世界会議

（First　World　Congress　of　Libraries　and　Bibliography）

では“自国出版物の完全なコレクションを作ることの重

要性”が強調されたし（注20）を参照），1937年，パ

リで開かれた国際ドキュメンテーション会議i（World

Congress　of　Universal　Documentation）では，“あら

ゆる国はすべて，全国書誌とその問題に関する報告を作

成すべきである”という決議を採択した。この時提出さ

れた多くの議案は，全国書誌とドキュメソテーーショソと

を関連させたものであった。

　この他にも1930年代には，全国書誌に関する理論，必

要性の強調，具体化計画，　あるいはそれを推進する機

構・組織といったものが数多く存在したが，実際上はほ

とんど進歩なく，本格的な進展は第2次世界大戦の終結

以後に持ち越されることになった。

III．戦後の書誌調整活動

　A．ユネスコの活動

　1．設　　立

　1946年に国際連合の専門機関として発足したユネスコ

は，計画の当初から相互理解の増進と，経済的・社会的

開発の促進における図書館・ドキュメンテe一一・・ションの重

要性を認識していた。その第一の義務は，“出版物その

他の情報資料の交換を含む，あらゆる形の知的活動にお

ける国家間の協力を促進し，いかなる国の人々にも，い

かなる国で作られた印刷・刊行資料でも利用できるよう

な知的協力の方法を提案することによって，知識を維持

し，増進させ，普及させること”にある，と憲章は規定

している。

　戦中あるいは戦後にかけて，生産される文献量はます

ます増加した。と同時に，プレプリントの研究調査報告

書の出現などに見られるように，文献そのものの特性に

も変化が起こり，戦前から持ち越された数々の課題に加

えて文献世界の混乱は一層すさまじいものとなった。機
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械処理はそれ対処する一手段として有用と考えられた

が，　さらに強く求められたのは，　個々に存在する諸団

体・諸サービス，あるいは各国々の活動の調整をはか

り，・協力を推進する方法と具体的な計画とであった。こ

の機能を果たし得る機関として，ユネスコにかけられる

期待は大きかったのである。

　低く初期のユネスコの，書誌問題に関する計画案は，

活動の中心組織を創設し，それによって，①すべての書

誌事業を統合すること，②専門分野の国際的書誌，主題

調査，索引・抄録に関する準備を促進すること，③各国

の書誌的情報源（bibliographical　sources）に関する情

報を提供すること，④書誌，総合目録，索引，抄録など

の刊行を奨励し，もし必要ならば自らこれを企画し，全

世界への配布を保証する，という壮大なものであった。

　しかし，時を経るに従い，その果たすべき役割はユネ

スコの機能と予算の範囲内にとどまるべきものであっ

て，①主導調査（initial　inquiry），②全国的団体，ある

いは国際的諸団体の活動の奨励，とりわけ関係諸グルe・一・・

プ問の協力に力を注ぐべきであるとされるようになっ

た。具体的な方針としては，書誌的方法の標準化；全国

書誌，“優良図書”・特殊文書などに関する書誌；科学関

係出版物の合理化；自然科学一般および社会科学におけ

るように，生物学・医学における抄録，索引事業；総合

目録などが含まれていた。

　この方針に沿って，1947年には医学・生物学抄録に関

して　Coordinating　Committee　on　Indexing　and

Abstracting　in　the　Medical　and　Biological　Sciences

が設立され，1949年6月の科学抄録に関する国際会議

（lnternational　Conference　on　Science　Abstracting）

をも含めて数次の会議が，ユネスコ主催のもとに開かれ

た。

　しかしながら，抄録の問題は，世界的書誌調整問題の

一つに過ぎず，複雑かつ重要な他の諸問題が，全く見逃

されているわけではないにしても，あるいは軽視されて

いるのではないか，という考えが次第に明らかにされ，

既に成されてきた種々の試みを全般的に回顧し，将来，

書誌業務の国際的協力，あるいは改善を進めて行くに当

って，ユネスコとしては何をなすべきかについて再検討

を迫られることになった。

　2．国際書誌サービス改良会議

　1947年，メキシコ・シティにおける第2回ユネスコ総

会では，書誌活動を調整する基礎として，米国議会図書

館と共に書誌サービスの調査を行ない，その際に，他の

，国立図書館の協力を求める旨，　指示され，　次回の大会

（1948年・ベイルート）でもこの決議は更新された。　そ

して，この調査には，FID，　IFLA，　ICA（lnternational

Council　on　Archives）などの協力が要請された。この

共同調査では，予備的なケe…一一ス・スタディとして基礎教

育のための書誌サービスについての研究が行なわれた程

度であった。

　1949年に入って，翌1950年開催予定の国際書誌会議の

草案作成のために，ユネスコは再び米国議会図書館と共

同で綿密な調査にとりかかった。この結果，同年中に2

回の中間報告書が出され，次いで1950年，会議の草案と

してBibliograPhical　seγvices；their　Pγesent　state　and

Possibilities　of　imψrovementが最終報告書の形でまと

められた。この報告書では，書誌の現況と，統合による

書誌サービスの改善について触れたあと，その統合の標

準となるべきカレントな包括書誌　（current　comPre－

hensive　bibliography）；カレントな選択書誌（current

selective　bibliography）；全国書誌活動；国際書誌活動

それぞれの現状およびその役割について言及している。

この中で，“国際書誌活動の将来の基盤”は次のような

ものである，としている。

如何なる国も書誌的独立を望むことのできないのは

明らかなことである。特定の国々を書誌的に自立せ

しめる見込……がありそうにも思われたいろいろな

意義ある試みも，実際には不可能なことが明瞭にな

って来た。それゆえ，書誌サーーヴィスが国際団体に

より充足されなければ一その見込はありそうにも

ないのだが一れらのサーヴィスは全国活動の上に

基礎を置くより外に致し方はないし，そして世界の

書誌的健康（bibliographic　health）というものは，

その部分部分の健康を反映しつづけていかねばなら

ない。しかし部分は単に部分でしかなく，全体を予

想しているものなのだから，部分を統合して全体と

する一統合の唯一の目的は，書誌の効用と経済性

を改善することにあると言えようが一努力がなさ

れねばならない。……23）

　この報告書のほかに，K．0．　MurraのNotes　on　the

development　of　the　concept　of　current　comPlete

nαtionαl　bibliogrαPhyカミ参考資料として，また41か国

のワーキング・グループから，自国の書誌サービスの現

状と改善のための勧告を記したレポートが提出され，併
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せて討議資料に加えられた。

　これら各種報告書，参考資料を一・貫して流れている構

想は，“十分な国際的書誌調整を期するには，まず第一

段階として一国を基準とした書誌事業の改善と調整が必

要である”ということで，そのために，知的業務に携わ

る者は常に自国あるいは専門分野の書誌問題の現状を把

握していること，　また，　この現状を十分に認識した上

で，自分の業務が問題解決により一層の貢献を成しうる

ような形で，日常の仕事を遂行していくことが望まれて

いる。さらに，＝複雑な書誌問題の解決は，多くの細かな

技術的・知的計画を，国家的ならびに国際的水準に基づ

くと同時に，地方的水準に基づいて完成することによっ

て成されるものである，とも付け加えている。

　こうした種々の準備を経て，1950年11月，パリで国際

書誌サービス改良会議（lnternational　Conference　on

・the　Improvement　of　Bibliographical　Services）が開

催1されたのである。会議は，①全国的書誌問題（Biblio－

graphic　organization　at　the　natiorlal　leve1），②国際

的書誌問題（lnternational　bibliographic　organization）

の2セクションに分かれて討議が行なわれ，この結果，

以後，この分野におけるユネスコの活動の基礎となる勧

告が出された。24）それは14項目から成る次のようなもの

である。

1）　各国に，永続的かつ継続的基盤に基づく全国的計

　画団体（National　planning　body）を設立し，それに

　よって書誌・情報サービスの促進，調整をはかり，書

　誌問題に関する研究を奨励し，適切な国際機関と連絡

　を保ってゆくこと。

2）　書誌的出版物としては，差し当り，最小限総括的

　全国書誌（General　national　bibliography）を整える

　こと。その他，定期刊行物，新聞，地図，視聴覚資料

　などの索引，リストを刊行することが望ましい。

3）　書誌編さんに当っての技術的な問題一記入法は

　著者名，書名，主題いずれからも探し出せるように

　すること，その他。

4）　全国書誌の出版に対する準備　　各国はその国情

　に従って，上記の書誌的出版物の出版を確実にするよ

　うな最良の方法を決定すべきである。たとえば，国立

　図書館または類似機関による出版など。

5）　国立図書館が存在しない所では，政府がその設立

　を考慮すべし。その機能の一つは，すべての国内出版

　物について，少くとも一部（一冊）は収集保存するこ

　とである。

6）全国書誌の編さんに支障を来さぬよう，法定納本

　制度を確立すること。

7）　総合目録などを整備して図書館相互協力を発達さ

　せること。

8）　自国内および他国間との書誌的情報に関する照会

　のセンターとして，全国書誌情報センターを設けるこ

　と。（多くの場合，国立図書館あるいは図書館相互貸

　借を受持つ全国的機関の中に，または，これとの密接

　な関連のもとに）

9）専門的書誌・情報サービスにも力を無く・こと。　こ

　の場合，刊行資料にとどまらず，i）未発表情報源，お

　よびii）進捗中若くは計画中の学位論文を含む研究計

　画にも及ぶべきである。

10）有能な書誌製作者（bibliographer），ドキュメソタ

　リスト，図書館員を育成すること。

　以上は，主に各国に対する勧告であるが，さらに，国

際的な範囲での書誌調整活動に関するものとして，下の

ような項目が掲げられている。

11）1951年に予定されている専門家委員会（Committee

　on　Experts）は，書誌問題に関する永続的国際諮問委

　員会となるべきである。

12）上記委員会は，①書誌事業の国際的調整をはかる，

　②各国書誌活動を刺激する，③ユネスコ，国連および

　その専門機関の書誌的出版物について一協議する一な

　どの任務を持つ。

13）　委員会の構成（省略）

14）　早急になすべき課題は次の通り。

　①書誌サービスの組織および活動に関する便覧の編さ

　　ん刊行。

　②試験的な全国．（または地域）書誌センターの設立。

　③現存の，国際的主題書誌についての調査。

　④書誌情報の全国センターに関する国際的なガイドの

　　編さん刊行。

　このほか，国際的水準において成されるべき書誌問題

に関する長期事業のリストが付された。その中には，①

全国的計画団体相互間の情報交換センタe一一一の役割を果た

すこと，②全国書誌の作成・改良を奨励，③書誌的技術

（記述・表示法，目録・分類，索引・抄録など）の標準化

を目的とする諸活動の調整などが含まれていた。

　こうして，憲章採択から5年目にして，ユネコの書誌

活動の原型が決まったわけである。
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　以下，ここでは，その活動の内容を，まず担当する組

織という点からとらえ，書誌調整の問題がどのような位

置づけを与えられてきたかを見る。次に，①出版活動，

②全国文献情報活動グループ，③各国書誌センターの設

立，④セミナー一，シンポジウムの開催，⑤非政府機関と

の協力，と分けて，それぞれの面でユネスコが果たして

きた役割を振り返ってみる。

　3・組織の変遷

a）担当部局

　書誌・ドキュメンテr…一ションを含め，図書館全般，出

版物の国際交換などの問題は，設立以来，コミュニケー

ション局の一部局である図書館・ドキュメンテーション

・文書館部（Division　of　Libraries，　Documentation

and　Archives）が担当していたが（下図参照），1966年

に，ドキュメンテーション・図書館・文書館局（Depart・

ment　of　Documentation，　Libraries　and　Archives）が

新しく誕生した。

　新しい局（Department　of　Documentation，：Libraries

〈事務局機構図〉（1966年以前）

Cirltural　Activities　and　Mass　Communication

Education

Social　Sciences

Natural　Sciences

Division　of　Lib．，　Doc・　and　Archives

and　Archives）は，

　＠Djvision　for　the　Promotion　of　Research　and

　　　International　Co－operation　in　Documentation

　＠Division　for　the　Development　of　Documentation，

　　　Library　and　Archives　Services

　＠Unesco　Library　and　Documentation　Service

の3部局から成り，書誌・ドキュメンテ・・一一一・ション関係事

項の標準化および図書館・ドキュメンテP…一・ション事業へ

の機械化，自動化の適用促進を主な任務とする。また，

ドキュメンテーションに関する局間委員会（Inter－De－

partmental　Committee　on　Documentation．　1968一　）

の事務局の；機能を果たしている。さらに，IFLA．　FID，

・ICAを初めとしてICSU／AB，　ISO，　IFIP（lnternational

Federation　for　Information　Processing）などの国際

的非政府機関と緊密な協力関係にある。

b）書誌問題に関する常設委員会

（1）国際書誌諮問委員会（International　Advisory

　Committee　on　Bibliography．1952－1960．　IACBと

　略す）

　1950年，書誌サービス改良会議で勧告された国際書誌

諮問委員会は，1951年から暫定的な形で発足し，2回の

予備会議を経て，1952年，パリのユネスコ総会の決議に

より，ユネスコの常設委員会となった。その主な任務

は，①ユネスコの書誌・ドキュメンテーション活動に対

して助言を与え，②各国および世界の書誌発達に関する

報告を毎年行なうこと，さらに，③ユネスコの書誌事業

全般の連絡機能を果たすこと，であった。

（2）国際書誌・ドキュメンテーション・学術用語諮問委

　員会（International　Advisory　Committee　on　Bib－

　liography，　Documentation　and　Terminology．

　1961－1967．IACBDTと略す＊）

　IACBは，1960年12月末日を以て発展的に解消し，

“純粋・応用科学におけるドキュメンテーショと用語に

関する国際諮問委員会（International　Advisory　Com－

mittee　for　Documentation　and　Terminology　in　the

Pure　and　ApPlied　Sciences．1952－IACDT）”と合併

して，IACBDTが新設されるに至った。新委員会は，

元の2委員会の性格を合わせたものと考えてよく，ユネ

スコの関心を持つ全分野一自然科学，社会科学および

文化活動一にわたって書誌，ドキュメンテーション，

用語の問題を検討し，勧告することになった。

（3）ドキュメンテーション・図書館・文書館に関する国

　際諮問委員会（lnternational　Advisory　Committee

　on　Documentation，　Libraries　and　Archives．　1967一）

　Departments　of　Documentation，　Libraries　and

Archivesの新設に呼応し，上記IACBDに代わるもの

として，1967年に設置された委員会である。文献，情報

源の生産者およびその利用者，双方を代表する専門家に
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〈委員会の変遷〉

［亜］（1952－196・）

：井　誌

［工ACDT］（1952一・96・）

1藩ソテーシコン

（1960－1967）

IACBDT IACDLA （1967一　）

書　誌

1ごキュメンテーシコン

川　語

ドキュメンテーーシコン

図書館
：文［f　i：館

よって構成され，ドキュメンテーション，書誌，図書館

の分野における最優先活動を勧告する仕事を行なう。具

体的な任務は，①国，地域および国際的な図書館・ドキ

ュメンテーション活動計画の改善，②技術設計の訓練を

も含む，人材の養成訓練，③職業的訓練計画のための最

低基準の確立，④ドキュメンテーション・図書館・文書

館分野の研究センター（research　center）の設立，⑤新

しいドキュメンテーション手法，特にデータ処理の技術

の評価，利用について勧告することである。

　なお，これらの委員会は国際的レベルに立って勧告を

行なうものであるが，事務局内での活動の調整と標準化

を保つ機関として，ドキュメンテーションに関する局間

委員会（lnter－Departmental　Committee　on　Docu－

mentation）がある。これは，1952年に発足した，書誌

と用語に関する局間委員会（lnter－Departmental　Com－

mittee　on　Bibliography　and　Terminology）に代わっ

て1968年設置されたものである。

　委員会の変遷を見ると，当初は，書誌，用語，あるい

はドキュメンテP一一・bションというように，問題別に細分さ

れていた諮問委員会が次第に統合され，一層大局的な見

地から問題を解決しようとする方向に向かっていること

が伺える。これは，書誌調整問題も広い立場で眺められ

ることを示しているとも言えようが，最近の傾向として

は，むしろドキュメンテーションー特に機械によるデ

ータ処理技術の研究など一の方に力点が移されつつあ

るような感も受ける。

4．書誌調整活動

　ユネスコは，自身でも，一般文献情報，自然科学・技

術，社会科学，人文科学，芸術など各分野にわたって多

種の書誌活動を行なっているが，それとはまた別個の課

題として，書誌調整問題に取り組んでいるわけである。

したがって，ここでは，書誌作成の活動よりも，有効な

書誌調整推進を援助するための側面的な活動を中心に見

てゆく。ユネスコが書誌調整において果たしている役割

は，本来，そういう性格のものだからである。

a）出版活動

（1）ユネスコおよび加盟国の書誌，情報活動に関する公

　報（機関誌）

　（a）　Unesco　Bulletin　for　Libraries

　1947年に月刊で始められたが，現在は隔月刊で，英・

仏・露・スペイン4か国語版が出されている。世界のド

キュメンテーション，図書館学分野における動向を知ら

せることと，ユネスコと共同で行なわれた研究調査計画

のうち重要なものの経過あるいは結果を公表することが

目的である。その他，細かいニュース，図書館学関係新

刊書案内，書評なども掲載される。

　（b）　Bi～う”ograPノ診夕，　DoOZ4〃zentalion，　7と～7〃Z勿ZOlogy

　初め，BibliograPhical　newsletterとして，1952年か

ら1959年まで季刊の限定版で出されていたが，次第に頒

布を拡張，1959年にBibliograPhical　newsと改題した。

さらに，国際書誌・ドキュメンテーション・学術用語諮

問委員会（IACBDT）の発足に伴い，やはりユネスコか

ら出ていた自然科学ドキュメンテーション関係の雑誌

Monthly　bulletin　on　scientific　information　and

terminology　を併合して　Bibliogrmphy，　documenta－

tion，　terminology　となったものである。現在は隔月刊

で，英・仏・露・スペイン語版がある。

　ユネスコと加盟各国の最近の文献情報活動の動きをま

とめて各国の図書館・情報センターに提供する。　内容

は，①ユネスコからのニュース（News　from　UNESCO），

②世界各国の書誌サ・・一一・ビス　（Bibliographical　services

throughout　the　world）一各国からの報告，③国際

的，全国的活動（lnternational　and　national　acti－

vities）　一一般的情報，教育，自然科学，人文・社会科

学，古文書学などに分かれる一から成り，②，③は大

部分注解付き書誌の形になっている。

　なお，これは5年ごとに累積されるBibliograPhicαl

services　throughout　the　worldのカレント版である。

（2）出版物，ドキュメント

　ユネスコはさまざまの分野で国際的な書誌活動に参画
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　あるいは協力，助成を行なっている。　ここに掲げるの

　は，書誌サービス改良会議の勧告にほぼ沿って，各国の

書誌専門家の協力のもとに出版されているものである。

　　（a）　Bibliographical　Services　Througlzout　the　17Vorld

　　これはもともと，国際書誌諸問委員会の勧告の一つ，

　“各国および世界の書誌発達に関する報告を行なう”に

基づいて，年報の形で始められたものである。加盟各国

　と国際機関の文献情報活動の状況（たとえば，全国書誌

センターの有無，全国書誌の説明など）のほか，書誌的

技術，標準化の問題などが含まれている。

　第1回，第2回（1951，1952年）の年報は，L．　N・

Malclさsによって，25）続く3回はR．：L．　Collisonの手

で羨められ，さらに1950一一59年をカバーした版が，同

　じCollisonによって完成している。26）1960－64年版

は，Avicenne　Pau1編で，1966年に出版された。27）

BibliograPhy．　documenlation，　terminologyに掲載され

ている各国の情報が補遺となる。現在，1965－69年版を

準備中である。

　（b）　“Unesco　Bibliographical　Handbooks”

　　i．　National　bibliographical　services；　their　crea－

　　　tion　and　oPeration．28）

　本書は，書誌サービス改良会議が，世界各国における

全国書誌センターの創設と，国内刊行物総目録（national

bibliography）の作成を促進するようにと勧告した結果，

その手引書として誕生したものである。全国的書誌サー

ビスを持たない国々向けの便覧で，作成の技術などにも

細かく言及している。特に，カレントな全国書誌に重点

を置いているが，全国書誌センター，遡及的全国書誌，

総合目録などにも触れている。付録として，合衆国その

他の全国書誌の実例が挙げられている。

　　ii．　Vocabularium　bibliothecarii．29）

　図書館学用語集。約2，500の専門用語を，英・仏・独

3か国語でU．D．C．の番号に従って配列している。改訂

を経て，1964年分はVocabzalavium　dOCumentationisが

出たが，これには，ロシア語，スペイン語が加わり，約

3，200項目が収録されている。

　iii．　Guide　des　centres　nationaux　d’information

　　bibliographiqzae．30）

　全国書誌情報センターのためのガイドブック。この中

で，一国内に，①一般情報，②科学・技術，③人文科学，

・④社会科学・教育，の最大4つの情報センターが設置さ

れうる，としている。英語，スペイン語訳もある。

　iv．その他

　1950年の勧告に従って，総合目録についてはUnion

catalogues；　their　problems　and　organizations3i）　rbx’
C

また，国際社会科学ドキュメンテーション委員会編で，

Study　of　current　bibliograゆhies（：ゾnational　OLMcial

Publications32）が出版された。

　このほか，Directory　ofγefeγence　WO7ks　Published

in　Asia，33）　Directory　of　currenl　Latin　American

periodicals，34）　Directory　of　archives，　libraries　ana

schoolS　of　librarianship　in　Africα35）などのディレク

トリーが，“handbooks”シリーズに含まれている。

（3）コ・ネスコが援助を与えている書誌活動

　ユネスコは；単に国連事務局内の書誌活動の調整にと

どまらず，数々の国際機関に対して財政援助を行ない，

専門的書誌・ドキュメンテーションサービスの改善を促

進している。

　（a）一般文献情報活動’

・国際文書館会議（International　Council　on　Archives，

　ICA．　1948一）

　　1951年より，年刊のA　rchivumを刊行。ユネスコ

　の委託により，ヨー一　Pッパの文書館におけるラテンア

　メリカ史料の手引（Guide　to　sources　ofLatin／American

　history），あるいは同種のGuide　to　sources　of　African

　historyなどの編さんを行なっている。

・国際ドキュメンテーション連盟（lnternational　Fede．

　ration　for　Documentation，　FID；　1938一）

　　1961年にはユネスコと共同でBibliograPhy　of

　stαnda・rds　on　documentationを出版した。　FID自身

　では，lndex　bibliograPhicus（第4版続刊中），　Absl－

　racting　services　in　science，　technology，　medicine，

　αgriculture，　social　science，　humanitiesなどを出版し

　ている。機関誌はFID　neWS　bulletin．

・国際図書館協会連盟（lnternational　Federation　of

　Library　Associations，　IFLA．　1929一）

　　機関誌はLibri．

　その他，国際標準化機構（ISO），国際音楽図書館協会

（International　Assn．　of　Music　Libs，　IAML）などに

も補助金を出し，事業の実施と専門出版物編さんのため

に契約を結んでいる。

　（b）科学・技術分野

・国際学術連合会議（lnternational　Council　of　Sci．

　entific　Unions，　ICSU）

・国際医学団体協議会（Council　for　Internationa10r－

ganizations　of　Medical　Sciences，　CIOMS）

一　399　一



書誌調整　の　歴史

　・国際工学団体連合（Union　of　International　Engine－

　ering　Organizations，　UIEO）

などがある。なおICSUについては後で詳しく触れる。

　（c）社会科学分野

　・国際社会科学協議会（lnternational　Social　Science

　Council，　ISSC）

　・国際社会科学ドキュメンテーション委員会（lnterna・

　tional　Committee　for　Social　Sciences　Documenta－

　tion，　ICSSD）

　　1950年，自主機関としてユネスコによって設立され

　た委員会であるが，ユネスコとの関係は，国際書誌諮

　問委員会（IACB）などのそれとi類似している。同委員

　会の定期的な書誌のうち，lnlernational　bibliograPhy

　of　sociology　（1951一），　…　economics　（1952一），　…　Political

　science　（1953一），　…　social　and　cultural　anthroPology

　（1955一）以上4種の国際的書誌は，ユネスコから出版

　されている。

　（d）人文科学・哲学分野

・国際哲学人文科学協議会（lnternational　Council　for

　Philosophy　and　Humanistic　Study，　ICPHS）

　　ユネスコの財政援助によって，かなり多数の書誌的

　出版物が出ているが（哲学，言語学，文学，歴史，人

　類学など諸分野），いずれも遅れが大きい。また，コ・

　ネスコとの実質的な関係はICSSDなどよりも薄く，

　その影響力も少ない。

b）全国文献活動グループ（National　bibliographical

　groups）

　ユネスコの効果的な事業の一つとして，世界を通じて

全国文献活動グループを設立することが挙げられてい

る。これらのグループは書誌専門家，主題専門家，およ

び国内通信員とで構成され，自国に特別関係の深い文献

の問題について責任を負っている。多くの場合，各国ユ

ネスコ国内委員会の小委員会として，稀に，独立の団体

として組織されている。これらのグループは，国際委員

会の示唆，指示に従って作業計画を立て，国内調査を行

ない，国際的質問調書に対して回答を行なうほか，各国

のグループと相互に情報を交換したり，ユネスコの国際

的書誌活動の連絡機関として努めている。

　しかし，このグループは全加盟国に及んでいる訳では

なく，書誌問題を云々する前にまず図書館活動そのもの

を定着させねばならない段階の新興諸国も多い。また，

組織が作られている国でも，その活動の程度は多種多様

であろう。36）

c）各国書誌センタt・一一一…の設立

　全世界の書誌活動を統括する中央組織を設立しようと

いう，ユネスコ準備委員会当時の構想は，その後，国立

の書誌・ドキュメンテ…一…ションセソターのモデル建設と

いう方針に変わった。この計画は，元来，ユネスコがそ

の任務とする文化・教育面での，ひいては社会的・経済

的発展のための図書館開発のプロジェクトとも相通ずる

もので，それが書誌調整への一つの足がかりともなると

考えられている。1954年にはブラジルに試験的な書誌セ

ンターが設立された。

　このほか，特にアジア・アフリカ・太平洋地域の開発

途上国に対して，科学関係書誌サービス，ドキュメンテ

ー・一m一一・ Vョン・センターを含めた書誌センター設立に関する

技術援助，専門家の派遣，資料・設備のための財政援助

という形でバック・アップしている。

d）　セミナー，シンポジウムの開催

（1）ヨーロッパ国立図書館シンポジウム　（Symposium

　on　National　Libraries　in　Europe）

　1958年9月，オーストリアのウィーンで開催され

た。これは，1950年の国際会議と同様，各国間の書誌活

動の連携・調整をはかり，資料の国際的利用を円滑にす

ることを目的として，ヨーロッパ25か国の代表が集まっ

て開かれたものである。したがって，その決議勧告の中

でも，書誌・ドキュメンテーション活動における国立図

書館の義務に関する事項が多かった。主なものは，書誌

的基準の確立；国立の書誌活動の調整；全国書誌作成に

対する責任；国際的書誌活動への協力，などである。

　このシンポジウムの結果まとめられたのが　National

libraries，　their　problems　and　prospects37）であるが，

この中でも，国際的な書誌事業には有効な全国書誌とい

う確固たる基盤が必要であることを強調している。38）

（2）中央アメリカ・カリブ諸国書誌セミナー

　この地域の書誌問題に関する第1回目のセミナーは，

1955年，キューバのハバナで開かれた。その主な目的

は，この地域における書誌の現状を調査し，改善計画を

立てることに加えて，モデルセンター設置のため，キュ

ーバの事情を調査することであった。この結果，ブラジ

ル，メキシコなどと同類の全国書誌センターがキューバ

に建設された。

　また，この時，中米諸国の連合書誌としてBibliografia

de　Centro．4me’rica　y　del　Caribeの編さんが決められ

た。（1958年から年刊で出ている）

　1958年には第2回目がパナマで，続いて1960年，メキ
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シコ・シティーで第3回目のセミナーが開催された。第

3回会議では，　法定納本制の奨励，　各国書誌グループ

の強化，総合目録の編さん，専門家の養成，それに，

・研観og7痂αde　Centro・4mgrica…　を拡大した性格

のBibliog’rafiαde　Amgrica　Latinαの準備，などが勧

告されている。

（3）アラブ諸国書誌セミナー

　1962年には，上記と同種のセミナー・がカイロで開かれ

た。このセミナーでは，国の経済，社会の発展に寄与す

るための，効果的な書誌，ドキュメンテt一一・一・ションサービ

ス，という点が強調され，書誌，　ドキュメンテーショ

ン，出版物交換および技術的訓練のためのセンターを設

立することを決議した。

（4）アジア・太平洋地域国立図書館の発展に関するセミ

　ナt・一・一・・（Regional　Seminar　on　the　Development　of

　National　Libraries　in　Asia　and　the　Pacific　Area）

　ヨーロッパ国立図書館シンポジウムの影響を受けて，

1964年8月，マニラで開催されたもの。この会議では，

この地域の国立図書館発展を援助するため，専門家を派

遣すること，アジア諸国語の翻字の問題，目録規則，出

版物の国際交換，著作権法の問題などが討議された。

　これまで挙げたような，地域的シンポジウムやセミナ

ーでは，世界的規模での理解と実践が書誌問題の一般的

な課題となる前に，なされるべき数多くの仕事があると

いう事実が証明されたものと言えるが，一方では，これ

らの活動がとりもなおさず国際的基盤での理解，実践を

助長するのに有効である，ということなのである。

e）非政府機関との協力

　現在，国際的な書誌調整活動のプログラムは，主にユ

ネスコによって推進されているが，専門的な非政府機関

も大きな役割を果たしている。書誌・ドキュメンテーシ

ョン関係分野で，ユネスコが密接な連携を保っている国

際機関はIFLA，　FID，　ICAであるが，中でも前二者と

は連合会議を開催したり，共同事業を行なったりする。

その他ISO，　IFIPなどとも協力関係にある。これらの

機関とユネスコとの共通の問題は，本稿で扱っている意

味での“書誌”調整というより，むしろドキュメンテー

ションに関係ある事柄の方が多いが，書誌調整の方法，

技術という点を考えるならば決して無関係ではない。

　ユネスコと比較的緊密な関係にある国際的な非政府諸

機関の概要は次の通りである。

（1）　FID　（lnternational　Federation　for　Documenta－

　tion；国際ドキュメンテーション連盟．1895一（現在

　の名称は1938一）ハーグ）

　U・D・C・の育成に努力しているが，情報処理技術の開

発，その標準化，ドキュメンテーションの国際的な組織

網を確立することを目的としている。U．D．C．の管理に当

る中央分類委員会（FID／CCC）を初めとして，分類法研

究（FID／CR），開発途上国（FID／DC），機械システムの

運用FID／OM），情報の基礎理論（FID／RI），ドキュメン

タリストの訓練（FID／TD），産業界の技術情報活動（FID／

II），学術用語および言語学（FID／TL），機械システム理

論（FID／TM）など，専門的調査事項を研究する委員会

がある。

　FIDはまた，世界的な科学情報システム（UNISIST）

に関する，ICSU／UNESCOのfeasibility　studyに対

しても有力な助言，勧告を行なってきた。コ・ネスコのほ

か，ICSU，　ICSUIAB，　IFLA，　ISO，　IFIP，　CIB（lnterna－

tional　Council　for　Building，　Studies　and　Documenta－

tion）とも密接であるが，特にIFLAとの間には，開発

途上国への援助，機械化，学術用語，分類：などの分野で

協力関係を増強しつつある。

（2）　IFLA　（lnternational　Federation　of　Library　As－

　sociations；国際図書館協会連盟．1929一ロンドン）

　国際的および各国内の諸図書館協会を構成員とし，図

書館事業の向上と国際的図書館協力，統一の助成促進を

はかると同時に，図書館活動に関する実際的な諸問題を

研究する。具体的には，目録規則の国際的調整，総合目

録貸借センターの促進などが主な任務となっている。ユ

ネスコと密接な関係を持ち，FIDの国際会員ともなっ

て，しばしば同一地で同一時期に総会を開催して協力の

実を上げている。また，標準化の問題についてはISOと

緊密に協力しつつ事業を行なっている。

（3）　ICSU（lnternational　Council　of　Scientific　Unions；

　国際学術連合会議．1931一ロ一一マ）

　国際学術連合（union）と各国の学術代表機関（nation－

al　member）より成り，　union間の調整，連絡，協同

と，各国間の国際協調を目的とする。1966年にはユネ

スコと共同で，科学情報流通の国際的なネットワt・一一一・ク

（UNISIST）について，その実現可能性の調査を開始，’

1970年，最終報告書をまとめた。

　ドキュメンテーションに直接関係あるものとしては，

1952年に設立されたICSU抄録委員会（ICSU／AB－

Abstracting　Board）がある。これはICSU本体からは
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ほとんど独立的に運営され，財源はユネスコなどに仰い

でいる。世界の科学文献の抄録誌の改善，調整を基本的

機能としており，機械化のための抄録の標準化を目指し

て数多くの研究が行なわれている。なお，FIDとの間

で，1次情報源，2次的情報サーービスに関して緊密な協

調関係を保っている。

（4）　ISO　（lnternational　Organization　for　Standardi－

　zation；国際標準化機構・1946一ジュネーブ）

　各国の標準化団体を構成員とし，一般に標準化に関す

る情報の国際交流および国際標準の設定を目的とするば

かりでな：く，ドキュメンテーションとその関連事項につ

いても標準を設定しつつある。

　図書館・ドキュメンテーション関係の統一について

は，ユネスコ，ICSU，　FID，　IFIP，　IFLAなどとも緊密

な一協力関係にある。120の専門委員会（Technical　Com－

mittee）があり，　数多くの勧告と勧告草案を出してき

た。TC／37は学術用語，　TC／46がドキュメンテーショ

ン（ドキュメント再生産および文字の転換の小委員会を

持つ），TC／97がコンビュー・タe・・一一・と情報処理に関する委

員会である。これまでに出された勧告には，雑誌名省略

法（R4，1954），定期刊行物の体裁と刊行方式（R8，1955），

雑誌などの短縮目次リスト（R18，1955），　i雑誌引用法，

基本要素（R77，1958），抄録・摘録（1959）などがある。

（s）　IFIP　（lnternational　Federation　for　lnformation

　Processing；国際情報処理連盟．1960一チューリッ

　ヒ）

　1959年，ユネスコ主催でパリで開かれた国際情報処理

会議を契機として創立された。科学技術における情報処

理の役割の国際的理解を増進させることを目的とする。

　実際の事業は専門委員会　（Technical　Committee．

TC）に分かれて行なわれている。　TC　1はISOと連携

して，コンピュ・一一一・ター一用語とデータ処理の基準を確立す

ること，TC　2は国際的なプログラム用語の改良，開発

などを研究している。

　IFAC　（lnternational　Federation　for　Atomic　Con－

tro1）やFIDと連携を保っているが，1967年にはFID

と共催で情報機械処理の国際会議　（Conference　on

Mechanized　lnformation　Storage，　Retrieval　and

Dissemination）がロー・マにおいて開催された。

　上記諸機関とユネスコとの協力関係をまとめると

科学技術分野においては，FID／ICSU／IFLA／ISO／Unesco

連合委員会を結成，コードの問題に関して“Basis　ofa

code　of　good　practice　for　scientific　publications”

を発表（Unesco　bulletin　for　libraries，　vol．17，　Jan／

Feb．1963，　P．27－31所収）するほか，1次資料と抄録

翻訳，用語，自動化などの諸問題を取り上げてきた。科

学・技術分野における種々の活動が，ユネスコの全体の

活動，すなわち，・知識の伝播の方法，技術，あるいは書

誌調整に関するもの　　に与える影響は大きい。

　書誌的技術の標準化は，書誌調整の一つの側面であ

　り，書誌サービス改良会議でも長期事業の一つに指定さ

れたが，これに関してユネスコと緊密な接触を保ってい

るのはISO，特にTC／46（Documentation）である。

　一方，目録規則の方では，1961年，ユネスコの援助の

　もとにIFLA　International　Conference　on　Catalogu－

ing　Principlesが組織された。ここでなされた決議iは，

各国それぞれの事情にもとづいて作られた各国の規則の

詳細な部分までを変えようとするものではなく，原則と

か方針をなるべく一致した方向に向けようという狙いを

持ったものであった。

　B・最近の動き（機械化を中心として）

　これまで，ユネスコを中心とした，各国単位の書誌活

動の奨励，あるいは国際的非政府機関との協力のもとに

行なわれている書誌調整の動きを見てきた。これらの活

動は，調整を円滑に進めるために必要な書誌的記述の標

準化など，技術的な問題の解決に当るといった，側面か

ら援助する性格の強いものである。

　ここで，自ら大きな書誌的データを保有し，サービス

に携わっている機関の動きに目を向けてみよう。近年，

機械化はどの分野にも見られる趨勢であるが，保守的要

素を多分に備えた図書館を含む，情報の世界でも例外で

はない。電子計算機の発達に伴い，それの，情報収集，

処理技術への応用も各分野で試みられている。国際的レ

ベルでの書誌調整を考えた場合，学問の性格と文献の特

性，それに加えて利用する側の要求のあり方の面から，

敏速な情報処理・提供と国際的な交流が特に要請される

科学技術分野においては，幾つかの国際的規模の情報シ

ステムが開発，実用化されて，書誌的記述の膨大なデー

タ・ファイルが存在している。これら，機械化されたシ

ステムの代表的なものには，米国化学会のCAS（Che－

mical　Abstracts　Service），国際原子力機構の　INIS

（lnternational　Nuclear　Information　System），物理，

電気工学，制御分野のINSPEC（lnformation　Service

in　Physics，　Electrotechnology　and　Contro1），米国医

学図書館のMEDLARS（Medical　Literature　Analysis
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and　Retrieval　System），　Excerpta　Medicaな：どがあ

る。いずれも，研究者を対象とする専門的性格のもので

あるが，米国議会図書館（Library　of　Congress－LC）

によるMARC　II（Machine　Readable　Cataloging）プ

ロジェクトは，特定主題に限らず全分野の図書を対象と

している点が特徴であり，各方面からの反響も大きく，

注目を集めている。

　MARCは，　LCが，目録データを機械が読み取れる

形に変換してその記録を他に配布し，究極的には，全国

的な図書館網を作って機械の読み取れる目録データを図

書館から図書館へ電送することが可能かどうかを確かめ

る目的をもって，正式には1966年間ら始めた企画であ

る。その年の11月には，磁気テープによる目録記録が米

国内に散在する16の実験図書館に郵送され始めた。翌

1967年まで続いたこのパイロット・プロジェクトで，参

加館はMARCを次のようなことに利用した。

①　新刊書に気づいて収集するための選書トゥール；目

　録データを，手元にある図書と照合する際のMARC
　テt…一・・プの使用。

②　MARC記録をLCの件名標目とLC分類番号に
　よって調査選択し，大学教官への書誌情報の選択的普

　及（selective　disseminstion　of　information）を図

　る。

③　図書目録の作成。たとえば総合目録や学位論文の目

　録を，参加館がMARCフォーマットを採用して地域

　用に情報の記録作成を行なう。

④　MARC記録の，通常の技術的処理サイクル（すで

　に機械化された技術的処理部分）への統合。

⑤　専門書誌作成のためのMARC記録の検索。

⑥　データ要素（即ち，著者，書名，版次，出版者，刊

　年）のどの組合せが，また，どの順序で行なえば，与

　えられた事項を正確に確認できるかを決定する実験。

⑦　シラバス，学科コースのアウトライジ，学科コース

　の書誌，及びリーディング・リストをMARC記録か

　ら作成すること。

⑧　編成規則と細分類の研究。

．パイロット・プロジェクト後，それを実験した16の図

書館を初め，MARCに関心を持つ機関や図書館員の意

見，米国医学図書館（NLM），　Committee　on　Scienti丘c

and　Technical　lnformation　（COSATI），　British

National　Bibliography（BNB）などの一協力によって，

改訂を加えたformatが，1968年になって発表された。

このformat（磁気テープなどに入れる記録の構造・内

容・およびコード体系）は，パイロット・プロジェクト

の時のそれとは大分異っているのでMARC　IIと呼ばれ

ている。そして，MARC　IIのformatはその後も更に

改訂を加えられている。

　MARCに対する，かつて無いほどの関心の高まりは，

単にLCから米国内の利用館への配布サP・・一・ビスにとどま

らず，もっと広範な概念の書誌サービスへと，LCの考え

を変えさせる契機をもたらした。こうして，標準化が基

本的条件として考慮されるに至り，MARC　IIのformat

は一般的で融通性に富んだものとなった。これは，あら

ゆる形態の資料の書誌的記述の伝達に有力な手段となり

得るものである。MARC　IIは，米国内のみならず，海

外でも採用する基準として各方面で検討され，また受け

入れられつつある。国内ではしCを初めとして，　NLM，

National　Agricultural　Libraryが，このformatを採

用しており，American　Library　AssociationのIn－

formation　Science　and　Automation　Divisionによっ

ても，このformatは米国の図書館の一つの基準とし

て是認、されている。

　一方，英国では，全国書誌であるBritjsh　National

Bibliography（BNB）が，国内出版物のカレントな情報

に関する完全な書誌的記録を機械で読み取れる（磁気テ

ープの）形に作成するコンピューター・システムの開発

を決めた。そして，そのformatとしてMARC　IIの

形式を採用することになり，UK　MARCパイロット・

プロジェクトが，BNBの指揮と，　Othce　for　Scientific

and　Technical　Information（OSTI）による基金で実

施された。OSTIによる基金は，引続きBNBに与えら

れ，機械可読書誌データ・サービスの実験が続けられて

いる。

　BNBでは，すでに，　BNB用カードのステンシル作成

のために，紙テープに打ち出されたMARCの記録を使

っている。また，BNBに収録されている図書のMARC

テープから，英国内の図書館ばかりでなく，外国の図書

館へも磁気テP一一一・プのコピーが配布される。このように，

LCとBNBとの間で常時磁気テープの交換がなされる

ということは，利用者が，英，米両国の目録記録に，よ

り迅速に接近できることを意味する。

　BNBの例は一つの示唆を与えている。すなわち，も

し国際的なコミュニケーションのformatの基準という

ものが開発されれぽ，古書や逐次刊行物，さらには研究

報告なども含む膨大な書誌的デー・・一一・タ・バンクを作ること
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が出来るようになるし，究極的には，各国が，一つの

flexibleな（たとえばMARCのような）システムのも

とに自国の記録を蓄積することも可能になるはずであ

る。（もっとも，これには言語（文字）の障害などもあ

るが。）

　先に挙げた科学技術分野の国際的情報システムにも見

られるように，現在急増する文献量と多様化する要求に

十分応えうるように膨大なシステムを保持していくため

には，中心となる機関のみの力では限度があり，入力作

業の分担を各国に依頼するのが全体的な傾向となってい

る。各システムでは，OECDやIAEA（lnternational

Atomic　Energy　Agency）などの国際機i関を通’じて，

各国に，さまざまな検索サービスや磁気テープの提供を

条件として，情報源となる文献の入力作業の協力を要請

してきている。ここでもやはり，各国単位の活動を基盤

とした緊密な国際協力が考えられているのである。

　さらに，機械化された情報システムにおける書誌調整

上の問題点は，システム相互間の両立性（compatibility）・

あるいは互換性（convertibility）ということである。現

存するシステム間には，機械で処理する書誌的データの

formatの互換性を考えた標準化についての対策はなさ

れていない。書誌的情報の迅速な処理を目指して開発さ

れたものが互換性に欠け，迅速な情報伝達の効果を上げ

得ないものであったら，その価値は半減してしまう。こ

うした見地から，情報の電子計算機による処理システム

における書誌記述の互換性のために必要な標準化，とい

う問題を，　国際的レベルで検討する気運が高まってき

た。OECD科学情報政策委員会の小委員会“情報伝達

のための標準化！／作業パネル，あるいはICSU／UNESCO

共同プロジェクトー世界科学情報システム（UNISIST）

の実現可能性検討委員会一の小委員会“書誌データの

伝達性の標準化”に関する作業部会などが相次いで設置

され，ISOなどとも協調して各種コード，規格の作成，

検討に当ってきた。

　一方，LCのMARC　IIは，科学技術のみならず，

あらゆる分野にわたる書誌の機械処理のformatとし

て，発足当初から図書館界におけるstandardを目指し

て開発されてきたものであり，あらゆる書誌データを一

つのformatによって記録しうる融通性の広いシステム

である。そして，その融通性を更に大きくするために，

単純なformatにする努力が続けられている。

結 語

　これまで，国際的なレベルで行なわれた書誌調整の試

みを概観し，戦後はユネスコの活動を中心として見てき

た。それまで（第2次大戦頃まで）の数々の経験の中か

ら得たものは，世界的な書誌調整は決して夢想ではない

が，それは，まず世界各国が，自国内の書誌調整を十分

に行ない得た上で初めて成就される，ということであっ

た。そして，その最も基本的な手段として全国書誌の作

成，そのための法的基盤，施設（書誌センター）の充実

などが要請されたのである。

　こうした理論と方法は現在でも広く認められており，

ユネスコも，この方針に沿って活動を進めてきた。すな

わち，書誌調整に必要と思われる数多くの基本的な事柄

に注目，各国の書誌，ドキュメンテーション活動の充実

が，ひいては国際的レベルでの書誌調整につながるもの

である，として，国レベル，あるいは地域レベルの活動

を援助，推進してきた。そして一方では，国際的調整を

一層促進させるための実践手段としての，書誌的技術の

標準化，分類・目録などの分野では，他の専門機関との

間に連携を保ち，研究を進めてきた。このような体制，

活動のあり方は，ユネスコの立場や性格から考えて当然

のことであり，決して誤っているとは言えないだろう。

　しかし，ユネスコが書誌調整において果たしている，

または果たし得る役割は全体の中の一部分に過ぎない。

推進母体であるユネスコがどう足掻いても，その構成員

たる各国々の実質が伴わなければ成果は上がらないし，

また，単純な個’々の寄せ集めが，果して有機的な全体を

構成しうるかという疑問も起こってくる。その間には，

さまざまの副次的な要素が介在し，単なる部分の集合に

終らせないようにするための種々の工夫が必要となって

くるだろう。

　全国書誌が直ちに世界的書誌調整に結びつくというの

は安易な考えであろう。しかし，繰返し述べてきたよう

に，この大きな目標を達成しうる最大単位は国家である

という理念は，根本的には誤っていないと考える。その

ためにも，国の書誌活動に責任を持つ国立図書館などの

機関が，自国の現状を常に的確に把握し，積極的に書誌

調整に関してリーダー・シップを取っていく気構えを見

せるべきであろう。そして，根底さえ確固たるものであ

れば，専門書誌，あるいは選択書誌も容易に作成しうる

という信念のもとに，徹底的な収集と記録，さらに処理，

提供のスピード化も考慮さねばならないど考える。
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　一口に書誌調整と言っても，それに対する要求の強

さ，徹底度は，学問分野の性格と，それに伴う研究方

法，　文献の性格の違いによってかなり異なる。　自然科

学・技術分野では国際的レベルでの協力体制が比較的と

りやすいし，現に，かなり有効なサービスが行なわれて

いる。一方，社会科学，人文科学などでは，一国内でも

諸派に分かれ，纒まりのとれないことも稀ではない。こ

うした事情を無視して一律に書誌調整の問題を論ずるこ

とは無理であろう。しかし，最近の傾向として，蒔米の

固定的な学問体系の枠を越えた新しい学問や研究法が誕

生しており，将来も，ますます増加するだろうというこ

とは十分予測される。

　また，全世界的な傾向として，書誌調整の問題は次第

に細分化されつつあるように見受けられる。ユネスコの

組織替えの中にも表われているように，有効な書誌調整

を行なうための側面的な一技術の　　問題，たとえ

ば，標準化，機械化，自動化などが次第に大きな比重を

持って取り扱われるようになってきている。これは，情

報源の種類，形態の多様化とも密接な関連を持ってい

る。ますます多様化する情報源の中で，文献の占める位

置は，早急には変わらないとしても，次第に考え直さざ

るを得なくなるだろう。

　こうした状況の中で，書誌調整の問題は如何に扱われ

ていくべきか。その必要性と重要さは疑いもないことな

のであるから，常に究極の目的に立ち返って，　user－

orientedな解決法が追究されていくべきであろう。
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